
捉える

振り返る

考えをもつ

読み深める

45

自
ら
を
超
え
て
い
け
る
人
に

　「
予
測
困
難
な
時
代
」を
生
き

て
い
く
子
供
た
ち
。
だ
か
ら
こ

そ
、
見
通
し
を
も
ち
、
知
識
や

経
験
を
総
動
員
し
て
考
え
る
。

多
様
な
価
値
観
を
も
つ
他
者
と

関
わ
り
な
が
ら
課
題
を
解
決
し

て
い
く
。
そ
ん
な
体
験
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、
ま
た

新
し
い
自
分
に
出
会
え
る
よ
う

に
。
光
村
の
教
科
書
で
は
、「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

を
支
え
る
確
か
な
手
立
て
を
示

し
ま
し
た
。 自

ら
を
超
え
て
い
け
る
人
に

見通す

深い学び

試行錯誤

対話

見つける

振り返る

次へ
つなげる
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267 「学習の窓」一覧 ● 説明的な文章を読むために

●④ 

要
旨
・
要
約

●⑥ 

図
・
表
・
グ
ラ
フ

●⑦ 

引
用

段
落

段
落

段
落

段
落

ま
と
め
・
主
張

導
入
・
話
題
提
示
・

問
題
提
起

具
体
的
な
説
明

（
主
張
や
結
論
を
支
え
る

 

事
例
や
根
拠
、
理
由
な
ど
）

本論結論 序論

・�

数
値
…
最
大
値
・
最

小
値
な
ど
。

・�

変
化
…
増
加
・
減
少
、

変
化
の
大
き
さ
、
変

化
の
し
か
た
な
ど
。

・�

違ち
が

い
…
数
値
や
項こ
う

目も
く

を
比ひ

較か
く

し
た
と
き
の

違
い
な
ど
。

学校図書館の月別貸し出し冊数

　
　

 �

要
旨

⃝
�

文
章
の
内
容
や
、
筆
者
の
考
え
の
中
心
と
な
る

事
柄
の
こ
と
。「
結
論
」
の
ま
と
ま
り
に
表
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　
　

 �

要
約

⃝
�

目
的
や
必
要
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
短
く

ま
と
め
る
こ
と
。

目
的
に
応
じ
て
要
約
す
る 

184
ページ

⃝
��

要
約
を
す
る
と
、
文
章
の
要
点
や
、
筆
者
の
主

張
の
核か
く

と
な
る
部
分
が
明
確
に
な
る
。

⃝
�

要
約
は
多
様
な
場
面
で
使
わ
れ
る
。
目
的
や
分

量
に
即そ
く

し
て
必
要
な
情
報
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

【
要
約
す
る
と
き
に
は
】

⃝
�

文
章
全
体
を
見
通
し
た
う
え
で
、
文
章
の
要
点

や
核
と
な
る
部
分
を
ま
と
め
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
、

中
心
と
な
る
文
、
文
章
の
結
論
な
ど
に
注
目
す

る
。
事
例
や
補
足
は
基
本
的
に
省
い
て
よ
い
。

51
ページ

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

185
ページ

目
的
に
応
じ
て
要
約
す
る

⃝
�

事
実
を
説
明
す
る
部
分
で
多
く
用
い
ら
れ
、
筆

者
の
意
見
を
支
え
る
根
拠
に
な
る
。
文
章
と
対

応
さ
せ
て
読
み
取
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

⃝
�

筆
者
が
図
・
表
・
グ
ラ
フ
の
中
の
ど
の
部
分
に

着
目
し
て
い
る
か
を
明
確
に
す
る
。

　
　

 �

引
用

⃝
�

他
の
文
章
や
統
計
調
査
な
ど
か
ら
、
文
や
語
句
、

数
値
な
ど
の
デ
ー
タ
を
引
い
て
く
る
こ
と
。

⃝

「

　」
な
ど
で
、
地
の
文
と
は
区
別
さ
れ
る
。

⃝
�

事
実
の
説
明
や
意
見
を
補
強
し
た
り
、
補
足
し

た
り
す
る
役
割
が
あ
る
。 64

ページ

情
報
を
引
用
し
よ
う

【
段
落
の
役
割
の
例
】

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る 

50
ページ

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
大
き
く
三
つ
の
ま
と
ま
り

で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
初
め
・
中
・
終

わ
り
、
序
論
・
本
論
・
結
論
な
ど
）。

⃝
�

文
章
全
体
の
構
成
を
意
識
し
て
読
む
と
、
内
容

を
整
理
し
た
り
、
要よ
う

旨し

を
捉
え
た
り
す
る
こ
と

に
役
立
つ
。

【
文
章
の
構
成
の
例
】

�

導
入
・
話
題
提
示
・

問
題
提
起

話
題
や
課
題
を
示
す
。

読
者
の
興
味
を
引
く
。

答
え
・
例
示
・

根
拠

具
体
的
な
説
明
。

主
張
を
支
え
る
。

ま
と
め
・
主
張

説
明
の
整
理
。
筆
者
の
考
え
。

習窓
学の

習窓
学の➡ 

目
的
　文
章
の
内
容
を
つ
か
む
、他
の
人
に
内

容
を
紹し
ょ
う

介か
い

す
る
、意
見
の
根
拠
に
す
る 

な
ど
。

用
語

用
語

用
語

（月）

（冊）

200
150
100

0
50

4 5 6 7 8 9

250

1年
2年
3年

266

●③ 

文
章
の
中
心
的
な
部
分

●⑤ 

論
の
展
開
の
効
果

●① 

文
章
の
種
類

●② 

文
章
の
構
成

文
章
の
構
造
を
捉と

ら
え
る

　
文
章
の
内
容
を
捉
え
る

　
文
章
を
精
査
・
解か

い
釈し

ゃ
く

す
る

段
落

段
落

実
験
や
観
察
の

結
果

結
果
に
基
づ
く

考
察
・
解
釈

・�

事
実
が
ど
の
よ
う
な

考
え
の
根
拠
と
な
っ

て
い
る
か
。

・�

事
実
の
解
釈
や
、
事

実
か
ら
意
見
へ
の
展

開
に
無
理
は
な
い
か
。

意見 事実

【
事
実
や
事こ

と

柄が
ら

を
正
確
に
伝
え
る
】

⃝
�

説
明
文
・
記
録
文
・
報
告
文

　な
ど

【
根こ
ん

拠き
ょ

に
基も

と

づ
き
意
見
や
主
張
を
伝
え
る
文
章
】

⃝
�

意
見
文
・
論
説
・
評
論
・
批
評

　な
ど

　
　  

段
落

⃝
�

改
行
し
、
一
字
下
げ
て
書
き
始
め
ら
れ
る
ま
と

ま
り
の
こ
と
。

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る

⃝
�

段
落
の
役
割
を
考
え
な
が
ら
読
む
と
、
全
体
の

内
容
や
構
成
を
捉
え
や
す
く
な
る
。

⃝
�

複
数
の
段
落
が
結
び
付
い
て
、
一
つ
の
段
落
と

同
じ
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
あ
る
。

43
ページ

段
落
の
役
割
に
着
目
す
る

43
ページ

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る 

134
ページ

⃝
�

筆
者
が
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
実

験
・
観
察
な
ど
で
得
た
事
実
を
基
に
仮
説
を
検

証
し
た
り
、
事
実
を
根
拠
と
し
て
意
見
を
主
張

し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

⃝
�

事
実
に
基
づ
く
論
の
展
開
が
、
筆
者
の
意
見
や

考
え
に
ど
の
よ
う
な
説
得
力
を
与あ
た

え
て
い
る
か

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

習窓
学の

習窓
学の

　
　

 �

キ
ー
ワ
ー
ド

⃝

話
題
や
、
筆
者
の
意
見
や
主
張
に
関
わ
る
語
句
。

⃝
�

題
名
で
使
わ
れ
た
り
、
文
章
中
で
繰く

り
返
し
出

て
き
た
り
、「

　」
な
ど
を
使
っ
て
強
調
さ
れ

た
り
す
る
。

　
　

 �

中
心
と
な
る
文

⃝
�

段
落
や
ま
と
ま
り
の
最
初
か
最
後
に
あ
る
こ
と

が
多
い
。

⃝
�「

つ
ま
り
」「
こ
の
よ
う
に
」
な
ど
、
接
続
す
る

語
句
や
指
示
す
る
語
句
も
手
が
か
り
に
な
る
。

184
ページ

目
的
に
応
じ
て
要
約
す
る

185
ページ

目
的
に
応
じ
て
要
約
す
る

　こ
こ
に
は
、
説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
の
基
本
的
な
観
点
を
ま
と
め
て
あ
る
。
説
明
的
な
文
章
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
と
き
に
役
立
て
よ
う
。

説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
に

「
学
習
の
窓
」
一
覧

用
語

用
語

用
語

つ
ま
り
、
…
…
。

こ
の
よ
う
に
、
…
…
。

6

　
　 

話
す
こ
と

　
　 

聞
く
こ
と

教
材

知
識
・
技
能

思
考
す
る
・
判
断
す
る
・
表
現
す
る

集
め
る
・
整
理
す
る

組
み
立
て
る

伝
え
合
う

発
表（
基
本
）

声
を
届
け
る

16

言
葉

声
の
出
し
方

聞
く

情
報
を
的
確
に
聞
き
取
る

30

情
報

比ひ

較か
く

・
分
類
・
関
係
づ
け

情
報
収
集

紹し
ょ
う

介か
い

話
の
構
成
を
工
夫
し
よ
う

好
き
な
こ
と
を
ス
ピ
ー
チ
で
紹
介
す
る

54

言
葉

声
の
出
し
方

構
成
の
工く

夫ふ
う

対
話
・
質
問

聞
き
上
手
に
な
ろ
う
　質
問
で
話
を
引
き
出
す

116

言
葉

声
の
出
し
方

質
問
の
し
か
た

話
し
合
い

話
し
合
い
の
展
開
を
捉
え
る

145

情
報

意
見
・
根こ
ん

拠き
ょ

話
題
・
展
開
を
捉と
ら

え
る

話
し
合
い

話
題
や
展
開
を
捉
え
て
話
し
合
お
う

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る

146

情
報

意
見
・
根
拠

話
題
・
展
開
を
捉
え
る

発
表

一
年
間
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

要
点
を
フ
リ
ッ
プ
に
ま
と
め
、
発
表
す
る

230

言
葉

声
の
出
し
方

聞
き
手
を
意
識

　
　 

書
く
こ
と

教
材

知
識
・
技
能

思
考
す
る
・
判
断
す
る
・
表
現
す
る

集
め
る
・
整
理
す
る

組
み
立
て
る

表
現
す
る

記
録（
基
本
）

書
き
留
め
る

18

情
報

比
較
・
分
類
・
関
係
づ
け

情
報
整
理

調
べ
方（
基
本
）

言
葉
を
調
べ
る

19

言
語
文
化

読
書（
辞
典
）

情
報
収
集

説
明

情
報
を
整
理
し
て
書
こ
う

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

34

情
報

比
較
・
分
類
・
関
係
づ
け

題
材
決
定

情
報
整
理

引
用

　情
報
を
引
用
し
よ
う

64

情
報

引
用
・
出
典

情
報
整
理

創
作（
詩
）

　詩
を
作
ろ
う

72

言
葉

表
現
技
法

表
現
の
工
夫

案
内

項
目
を
立
て
て
書
こ
う

案
内
文
を
書
く

118

情
報

比
較
・
分
類
・
関
係
づ
け

情
報
整
理

推す
い

敲こ
う

読
み
手
の
立
場
に
立
つ

120

言
葉

語
感
・
語ご

彙い

表
記
・
語
句
の
推
敲

説
明

根
拠
を
示
し
て
説
明
し
よ
う

資
料
を
引
用
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

138

情
報

引
用
・
出
典

構
成
の
工
夫

根
拠
を
明
確
に

体
験
文

　故
事
成
語
を
使
っ
て
体
験
文
を
書
こ
う

173

言
語
文
化

古
典

構
成
の
工
夫

意
見

　根
拠
を
明
確
に
し
て
、
意
見
を
ま
と
め
よ
う

185

情
報

意
見
・
根
拠

根
拠
を
明
確
に

説
明

助
言
を
自
分
の
文
章
に
生
か
そ
う

　作
品
の
書
評
を
書
く

186

言
語
文
化

読
書

改
善
点
を
見
い
だ
す

創
作

　別
の
人
物
の
視
点
か
ら
文
章
を
書
き
換
え
よ
う

213

言
葉

語
感
・
語
彙

構
成
・
展
開
の
工
夫

随ず
い

筆ひ
つ

構
成
や
描
写
を
工
夫
し
て
書
こ
う

体
験
を
基
に
随
筆
を
書
く

220

言
葉

語
感
・
語
彙

構
成
の
工
夫

描び
ょ
う

写し
ゃ

の
工
夫

説
明

一
年
間
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

要
点
を
フ
リ
ッ
プ
に
ま
と
め
、
発
表
す
る

230

情
報

比
較
・
分
類
・
関
係
づ
け

題
材
決
定

情
報
収
集
・
整
理

　
　 

読
む
こ
と

教
材

知
識
・
技
能

思
考
す
る
・
判
断
す
る
・
表
現
す
る

捉
え
る

読
み
深
め
る

考
え
を
も
つ

文学

詩

朝
の
リ
レ
ー

言
葉

声
の
出
し
方

詩

野
原
は
う
た
う

14

言
葉

声
の
出
し
方

物
語

シ
ン
シ
ュ
ン

22

言
葉

語
感
・
語
彙

場
面
の
展
開

詩
・
解
説

詩
の
世
界

68

言
葉

語
感
・
語
彙

表
現
の
効
果

物
語

大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た
ち
に
…
…

96

言
語
文
化

読
書

描
写

小
説

星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に

106

言
葉

表
現
技
法

結
び
付
け
て
読
む

詩

大お
お

阿あ

蘇そ

150

言
葉

語
感
・
語
彙

表
現
の
効
果

小
説

少
年
の
日
の
思
い
出

198

言
葉

語
感
・
語
彙

語
り
手

自
分
の
考
え
を
も
つ

随
筆

随
筆
二
編
（
空
／
え
ん
ぽ
う
）

216

言
葉

語
感
・
語
彙

結
び
付
け
て
読
む

詩

さ
く
ら
の
　
は
な
び
ら

234

言
葉

表
現
技
法

自
分
の
考
え
を
も
つ

説明・記録・意見

説
明

ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？

42

情
報

比
較
・
分
類
・
関
連
づ
け

段
落
の
役
割

説
明

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て

46

情
報

意
見
・
根
拠

文
章
の
構
成

説
明

比
喩
で
広
が
る
言
葉
の
世
界

73

言
葉

表
現
技
法

要よ
う

旨し

記
録

「
言
葉
」
を
も
つ
鳥
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

126

情
報

意
見
・
根
拠

構
成
・
展
開

意
見

「
不
便
」
の
価
値
を
見
つ
め
直
す

176

情
報

比
較
・
分
類
・
関
連
づ
け

目
的
に
応
じ
た
要
約

自
分
の
考
え
を
も
つ

古典

古
文

蓬ほ
う

萊ら
い

の
玉
の
枝
︱「
竹た
け

取と
り

物
語
」
か
ら

158

言
語
文
化

古
典

人
物
の
関
係

漢
文

今
に
生
き
る
言
葉

170

言
語
文
化

古
典

自
分
の
考
え
を
も
つ

読書

読
書

あ
と
少
し
、
も
う
少
し
／
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
／

ブ
ラ
イ
ン
ド
の
向
こ
う
に
見
え
る
光

84

言
語
文
化

読
書

自
分
の
考
え
を
も
つ

読
書

君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
／
た
の
し
い
制
約

190

言
語
文
化

読
書

自
分
の
考
え
を
も
つ

学
習
の
見
通
し
を
も
と
う
一
年
間
で
ど
ん
な
学
習
を
し
、
ど
ん
な
力
を
身
に
つ
け
る
か
を
見
通
そ
う
。

■ 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

　学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
、

学
習
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
な
。

7

　
　 

話
す
こ
と

　
　 

聞
く
こ
と

教
材

知
識
・
技
能

思
考
す
る
・
判
断
す
る
・
表
現
す
る

集
め
る
・
整
理
す
る

組
み
立
て
る

伝
え
合
う

発
表（
基
本
）

声
を
届
け
る

16

言
葉

声
の
出
し
方

聞
く

情
報
を
的
確
に
聞
き
取
る

30

情
報

比ひ

較か
く

・
分
類
・
関
係
づ
け

情
報
収
集

紹し
ょ
う

介か
い

話
の
構
成
を
工
夫
し
よ
う

好
き
な
こ
と
を
ス
ピ
ー
チ
で
紹
介
す
る

54

言
葉

声
の
出
し
方

構
成
の
工く

夫ふ
う

対
話
・
質
問

聞
き
上
手
に
な
ろ
う
　質
問
で
話
を
引
き
出
す

116

言
葉

声
の
出
し
方

質
問
の
し
か
た

話
し
合
い

話
し
合
い
の
展
開
を
捉
え
る

145

情
報

意
見
・
根こ
ん

拠き
ょ

話
題
・
展
開
を
捉と
ら

え
る

話
し
合
い

話
題
や
展
開
を
捉
え
て
話
し
合
お
う

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る

146

情
報

意
見
・
根
拠

話
題
・
展
開
を
捉
え
る

発
表

一
年
間
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

要
点
を
フ
リ
ッ
プ
に
ま
と
め
、
発
表
す
る

230

言
葉

声
の
出
し
方

聞
き
手
を
意
識

　
　 

書
く
こ
と

教
材

知
識
・
技
能

思
考
す
る
・
判
断
す
る
・
表
現
す
る

集
め
る
・
整
理
す
る

組
み
立
て
る

表
現
す
る

記
録（
基
本
）

書
き
留
め
る

18

情
報

比
較
・
分
類
・
関
係
づ
け

情
報
整
理

調
べ
方（
基
本
）

言
葉
を
調
べ
る

19

言
語
文
化

読
書（
辞
典
）

情
報
収
集

説
明

情
報
を
整
理
し
て
書
こ
う

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

34

情
報

比
較
・
分
類
・
関
係
づ
け

題
材
決
定

情
報
整
理

引
用

　情
報
を
引
用
し
よ
う

64

情
報

引
用
・
出
典

情
報
整
理

創
作（
詩
）

　詩
を
作
ろ
う

72

言
葉

表
現
技
法

表
現
の
工
夫

案
内

項
目
を
立
て
て
書
こ
う

案
内
文
を
書
く

118

情
報

比
較
・
分
類
・
関
係
づ
け

情
報
整
理

推す
い

敲こ
う

読
み
手
の
立
場
に
立
つ

120

言
葉

語
感
・
語ご

彙い

表
記
・
語
句
の
推
敲

説
明

根
拠
を
示
し
て
説
明
し
よ
う

資
料
を
引
用
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

138

情
報

引
用
・
出
典

構
成
の
工
夫

根
拠
を
明
確
に

体
験
文

　故
事
成
語
を
使
っ
て
体
験
文
を
書
こ
う

173

言
語
文
化

古
典

構
成
の
工
夫

意
見

　根
拠
を
明
確
に
し
て
、
意
見
を
ま
と
め
よ
う

185

情
報

意
見
・
根
拠

根
拠
を
明
確
に

説
明

助
言
を
自
分
の
文
章
に
生
か
そ
う

　作
品
の
書
評
を
書
く

186

言
語
文
化

読
書

改
善
点
を
見
い
だ
す

創
作

　別
の
人
物
の
視
点
か
ら
文
章
を
書
き
換
え
よ
う

213

言
葉

語
感
・
語
彙

構
成
・
展
開
の
工
夫

随ず
い

筆ひ
つ

構
成
や
描
写
を
工
夫
し
て
書
こ
う

体
験
を
基
に
随
筆
を
書
く

220

言
葉

語
感
・
語
彙

構
成
の
工
夫

描び
ょ
う

写し
ゃ

の
工
夫

説
明

一
年
間
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

要
点
を
フ
リ
ッ
プ
に
ま
と
め
、
発
表
す
る

230

情
報

比
較
・
分
類
・
関
係
づ
け

題
材
決
定

情
報
収
集
・
整
理

　
　 

読
む
こ
と

教
材

知
識
・
技
能

思
考
す
る
・
判
断
す
る
・
表
現
す
る

捉
え
る

読
み
深
め
る

考
え
を
も
つ

文学

詩

朝
の
リ
レ
ー

言
葉

声
の
出
し
方

詩

野
原
は
う
た
う

14

言
葉

声
の
出
し
方

物
語

シ
ン
シ
ュ
ン

22

言
葉

語
感
・
語
彙

場
面
の
展
開

詩
・
解
説

詩
の
世
界

68

言
葉

語
感
・
語
彙

表
現
の
効
果

物
語

大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た
ち
に
…
…

96

言
語
文
化

読
書

描
写

小
説

星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に

106

言
葉

表
現
技
法

結
び
付
け
て
読
む

詩

大お
お

阿あ

蘇そ

150

言
葉

語
感
・
語
彙

表
現
の
効
果

小
説

少
年
の
日
の
思
い
出

198

言
葉

語
感
・
語
彙

語
り
手

自
分
の
考
え
を
も
つ

随
筆

随
筆
二
編
（
空
／
え
ん
ぽ
う
）

216

言
葉

語
感
・
語
彙

結
び
付
け
て
読
む

詩

さ
く
ら
の
　
は
な
び
ら

234

言
葉

表
現
技
法

自
分
の
考
え
を
も
つ

説明・記録・意見

説
明

ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？

42

情
報

比
較
・
分
類
・
関
連
づ
け

段
落
の
役
割

説
明

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て

46

情
報

意
見
・
根
拠

文
章
の
構
成

説
明

比
喩
で
広
が
る
言
葉
の
世
界

73

言
葉

表
現
技
法

要よ
う

旨し

記
録

「
言
葉
」
を
も
つ
鳥
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

126

情
報

意
見
・
根
拠

構
成
・
展
開

意
見

「
不
便
」
の
価
値
を
見
つ
め
直
す

176

情
報

比
較
・
分
類
・
関
連
づ
け

目
的
に
応
じ
た
要
約

自
分
の
考
え
を
も
つ

古典

古
文

蓬ほ
う

萊ら
い

の
玉
の
枝
︱「
竹た
け

取と
り

物
語
」
か
ら

158

言
語
文
化

古
典

人
物
の
関
係

漢
文

今
に
生
き
る
言
葉

170

言
語
文
化

古
典

自
分
の
考
え
を
も
つ

読書

読
書

あ
と
少
し
、
も
う
少
し
／
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
／

ブ
ラ
イ
ン
ド
の
向
こ
う
に
見
え
る
光

84

言
語
文
化

読
書

自
分
の
考
え
を
も
つ

読
書

君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
／
た
の
し
い
制
約

190

言
語
文
化

読
書

自
分
の
考
え
を
も
つ

134

実
験
や
観
察
の

結
果

…
…
異
な
る
し
ぐ
さ
を
示
し
ま
し
た
。

…
…
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

…
…
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

事実

学
習

学
習
活
動

　文
章
の
構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
、
考
え
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

⃝

筆
者
の
意
見
と
そ
れ
を
支
え
る
根
拠
と
の
関
係
を
理
解
す
る
。

⃝

文
章
の
構
成
や
展
開
の
効
果
に
つ
い
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
考
え
る
。

見通しをもつ

目
標

　次
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
文
章
を
読
ん
で
み
よ
う
。

・「
ど
ん
な
問
い
が
、
ど
ん
な
順
序
で
出
て
く
る
だ
ろ
う
。」

・「
ど
う
し
て
、
こ
の
順
序
に
な
る
の
だ
ろ
う
。」

・「
次
は
、
ど
ん
な
問
い
が
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
。」

論
の
展
開
に
着
目
し
、
そ
の
効
果
を
考
え
よ
う
。

②

観
点

仮
説
の
検
証
１

仮
説
の
検
証
２

検
証
の
目
的

検
証
の
方
法

結
果

考
察
・
解
釈

問
題
点

捉える読み深める

43
ペ
ー
ジ

段
落
の
役
割

50
ペ
ー
ジ

文
章
の
構
成

習窓
学の

⃝
�

筆
者
が
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
文
章
で
は
、
実
験
・
観
察
な
ど
で

得
た
事
実
を
基
に
仮
説
を
検
証
し
た
り
、
事
実
を
根
拠
と
し
て
意

見
を
主
張
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

⃝
�

事
実
に
基
づ
く
論
の
展
開
が
、
筆
者
の
意
見
や
考
え
に
ど
の
よ
う

な
説
得
力
を
与
え
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

構
成
や
展
開
の
効
果
を
考
え
る

134
ペ
ー
ジ

構
成
や
展
開

の
効
果

文
章
の
構
成
と
内
容
を
捉
え
よ
う
。

①

本
文
を
、
役
割
に
よ
っ
て
次
の
五
つ
の
部
分
に
分
け
て
み
よ
う
。

㋐ 

前
提
と
な
る
知
識

　

 

㋑ 

研
究
の
き
っ
か
け
と
仮
説

㋒ 

仮
説
の
検
証
１

　
　

 

㋓ 

仮
説
の
検
証
２

　
　

 

㋔ 

結
論

㋑
の
部
分
を
読
み
、
筆
者
が
、
ど
の
よ
う
な
事
実
を
基
に
、
ど

の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
た
か
を
確
か
め
よ
う
。

①②
仮
説
の
検
証
１
・
２
に
つ
い
て
、
次
の
五
つ
の
観
点
で
内
容
を

読
み
取
り
、
表
に
ま
と
め
よ
う
。

①

184
ペ
ー
ジ

目
的
に

応
じ
た
要
約

【
確
認
す
る
こ
と
】

・�

事
実
が
ど
の
よ
う
な
考
え
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
か
。

・�

事
実
の
解
釈
や
、
事
実
か
ら
意
見
へ
の
展
開
に
無
理

は
な
い
か
。

135 筋道を立てて ● 「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ

結
果
に
基
づ
く

考
察
・
解
釈

…
…
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
…
…
と
解
釈
で
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
…
…
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
す
。

意見

考
え
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

③

　結
論
に
説
得
力
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
工

夫
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
本
文
の
記
述
や
図
表
な
ど
を
根
拠
と

し
て
、
自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

観
点

仮
説
の
検
証
１

仮
説
の
検
証
２

検
証
の
目
的

検
証
の
方
法

結
果

考
察
・
解
釈

問
題
点

考えをもつ

説
得
力
の
あ
る
文
章
を
書
く
た
め
に
使
っ
て
み
た
い
工
夫
を
挙
げ
よ
う
。

筆
者
の
論
の
展
開
の
特
徴
を
、
説
明
し
よ
う
。

➡「
事
実
と
意
見
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
書
こ
う
。

振り返る

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

仮
説
　あ
る
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
仮
に
立
て
る
説
。
検
証
を

通
し
て
、
事
実
と
合
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
と
定
説
と
な
る
。

検
証
　実
験
・
観
察
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
事
実
と
照
合
し
、
仮
説
を

証
明
す
る
こ
と
。

266
ページ

説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
に

言
葉
を
広
げ
る

　次
に
挙
げ
た
言
葉
の
意
味
や
使
い
方
の
違
い
を
考
え
よ
う
。

　① 

仮
説
・
仮
定
・
予
想

　② 

検
証
・
証
明
・
裏
づ
け

新
出
漢
字

126

頃
こ
ろ

126

頰
ほ
お

127

繁
ハ
ン

127

殖
シ
ョ
ク

ふ
え
る

ふ
や
す

127

餌
（
ジ
）

え
さ

え

127

威
イ

127

嚇
カ
ク

128

析
セ
キ

128

戒
カ
イ

い
ま
し
め
る

128

況
キ
ョ
ウ

128

舞
ブま

う
ま
い

128

詳
シ
ョ
ウ

く
わ
し
い

130

払
（
フ
ツ
）

は
ら
う

130

誰
だ
れ

132

釈
シ
ャ
ク

133

脅
キ
ョ
ウ

（
お
び
や
か
す
）

お
ど
す

お
ど
か
す

133

獲
カ
ク

え
る

133

了
リ
ョ
ウ

新
出
音
訓

133

盛
ん（
さ
か
ん
）

筆
者
が
行
っ
た
実
験
や
観
察
に
よ
り
、
な
ぜ
仮
説
が
証
明
さ
れ

た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
を
基
に
話
し
合
お
う
。

②

135 筋道を立てて ● 「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ

結
果
に
基
づ
く

考
察
・
解
釈

…
…
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
…
…
と
解
釈
で
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
…
…
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
す
。

意見

考
え
た
こ
と
を
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

③

　結
論
に
説
得
力
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
工

夫
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
本
文
の
記
述
や
図
表
な
ど
を
根
拠
と

し
て
、
自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

観
点

仮
説
の
検
証
１

仮
説
の
検
証
２

検
証
の
目
的

検
証
の
方
法

結
果

考
察
・
解
釈

問
題
点

考えをもつ

説
得
力
の
あ
る
文
章
を
書
く
た
め
に
使
っ
て
み
た
い
工
夫
を
挙
げ
よ
う
。

筆
者
の
論
の
展
開
の
特
徴
を
、
説
明
し
よ
う
。

➡「
事
実
と
意
見
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
書
こ
う
。

振り返る

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

仮
説
　あ
る
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
仮
に
立
て
る
説
。
検
証
を

通
し
て
、
事
実
と
合
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
と
定
説
と
な
る
。

検
証
　実
験
・
観
察
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
事
実
と
照
合
し
、
仮
説
を

証
明
す
る
こ
と
。

266
ページ

説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
に

言
葉
を
広
げ
る

　次
に
挙
げ
た
言
葉
の
意
味
や
使
い
方
の
違
い
を
考
え
よ
う
。

　① 

仮
説
・
仮
定
・
予
想

　② 

検
証
・
証
明
・
裏
づ
け

新
出
漢
字

126

頃
こ
ろ

126

頰
ほ
お

127

繁
ハ
ン

127

殖
シ
ョ
ク

ふ
え
る

ふ
や
す

127

餌
（
ジ
）

え
さ

え

127

威
イ

127

嚇
カ
ク

128

析
セ
キ

128

戒
カ
イ

い
ま
し
め
る

128

況
キ
ョ
ウ

128

舞
ブま

う
ま
い

128

詳
シ
ョ
ウ

く
わ
し
い

130

払
（
フ
ツ
）

は
ら
う

130

誰
だ
れ

132

釈
シ
ャ
ク

133

脅
キ
ョ
ウ

（
お
び
や
か
す
）

お
ど
す

お
ど
か
す

133

獲
カ
ク

え
る

133

了
リ
ョ
ウ

新
出
音
訓

133

盛
ん（
さ
か
ん
）

筆
者
が
行
っ
た
実
験
や
観
察
に
よ
り
、
な
ぜ
仮
説
が
証
明
さ
れ

た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
を
基
に
話
し
合
お
う
。

②

7

自
ら
を
超
え
て
い
け
る
人
に

1POINT

　
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
促
す
た
め
に
、

学
習
過
程
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
重
点
を

置
く
過
程
は
強
調
し
て
、
身
に
つ
け
る
力
の

焦
点
化
を
図
り
ま
し
た
。
個
↓
集
団
↓
個
で

対
話
的
に
学
び
を
深
め
ま
す
。

学
習
過
程
が

ひ
と
目
で
わ
か
る

3POINT

　「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
」
を
自

分
の
言
葉
で
書
く
設
問
で
す
。
理
解
し
た
こ

と
を
言
語
化
し
た
り
、
他
の
場
で
活
用
（
転

移
）
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
資
質
・
能
力
を

確
実
に
定
着
さ
せ
ま
す
。

自
分
の
言
葉
で
書
く

振
り
返
り

平
成
28
年
度
版

新
し
い「
学
習
」（
手
び
き
）
紙
面

126

　筆
者
は
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
か
、

図
表
の
役
割
な
ど
に
着
目
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

①	

確
認
し
よ
う

　筆
者
が
ど
の
よ
う
な
事
実
に
興
味
を
も
っ
て
、
調
査
を
始
め
た
の
か
を

確
か
め
よ
う
。

②	

読
み
を
深
め
よ
う

①�

筆
者
は
、
観
察
で
得
た
ど
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
仮
説

を
立
て
た
の
だ
ろ
う
か
。

②�

筆
者
が
挙
げ
た
二
つ
の
仮
説
は
、
ど
の
よ
う
な
事
実
に
よ
っ
て
検
証

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

③�

仮
説
の
検
証
を
通
し
て
、
筆
者
は
ど
ん
な
こ
と
を
知
り
、
ど
ん
な
課

題
を
も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

④�

小
見
出
し
や
図
表
の
役
割
と
効
果
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

③	

自
分
の
考
え
を
も
と
う

　筆
者
の
「
考
察
」
の
導
き
出
し
方
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
と
思
っ

た
と
こ
ろ
や
気
づ
い
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
合
お
う
。

言
葉
を
広
げ
る

　次
に
挙
げ
た
言
葉
の
意
味
や
使
い
方
の
違
い
を
考
え
よ
う
。

　①�

仮
説
・
仮
定
・
予
想

　②�

検
証
・
証
明
・
裏
づ
け

目
標

⃝

示
さ
れ
て
い
る
事
実
と
、
筆
者
の
考
え
と
の
関
係
を
読
み
取
る
。

⃝

筆
者
の
考
え
の
述
べ
方
や
、
図
表
の
役
割
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
。

⃝

筆
者
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
「
考
察
」
を
導
き
出
し
て
い
た
か
。

⃝

文
章
の
表
現
の
し
か
た
や
図
表
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
ど

ん
な
考
え
を
も
っ
た
か
。

　筆
者
が
自
分
の
考
え
や
意
見
を
述
べ
て
い
る
文
章
で
は
、

根こ
ん

拠き
ょ

と
な
る
事
実
（
観
察
記
録
や
図
表
、
写
真
な
ど
）
を
示

し
な
が
ら
、
考
え
や
意
見
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
。

　事
実
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
図
表
な
ど
が
、
ど

の
よ
う
な
考
え
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
が

説
得
力
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
え
な
が
ら
読
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

事
実
と
意
見
の
関
係
に
注
意
し
て
読
む

学
習
を
振
り
返
る

329
ページ

1年P134「『言葉』をもつ鳥，シジュウカラ」  「学習」ページ

1POINT

2POINT

巻
頭 「
学
習
の
見
通
し
を
も
と
う
」

―
一
年
間
の
国
語
学
習
を
見
通
す

身
に
つ
け
る
「
知
識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」
を
、
簡
潔
に
示
し
ま
し
た
。

各
領
域
の
学
習
過
程
に
沿
っ
て
、
学
び
の
深

ま
り
を
実
感
で
き
ま
す
。

巻
末 「
学
習
の
窓
」一
覧

―
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
体
系
的
に
見
渡
す

各
領
域
と
「
情
報
の
扱
い
方
」
の
学
習
の
ポ

イ
ン
ト
を
、
一
覧
に
し
ま
し
た
。

「
読
み
方
」
や
「
思
考
の
方
法
」
な
ど
を
、
視

覚
的
に
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

巻
末 「
学
習
を
振
り
返
ろ
う
」

―
学
ん
だ
こ
と
を
確
認
す
る「
力
試
し
」

各
学
年
の
最
後
に
、
三
領
域
の
学
習
を
確
認

す
る
課
題
を
新
し
く
位
置
づ
け
ま
し
た
。

 

学
ん
だ
こ
と
を
他
の
課
題
に
応
用
す
る
こ
と

で
、
力
の
定
着
を
図
り
、「
何
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
か
」
を
自
覚
で
き
ま
す
。

教科書全体も

「見通す」＋「活用する」 「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」を
実
現
す
る

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を

通
し
て
育
む 

新
し
い
時
代
の
国
語
力

光
村
の
国
語 

完
全
活
用
ガ
イ
ド 

詳しくは

見開き構成の
紙面に生まれ
変わりました

1

2

2POINT

「
深
い
学
び
」へ
導
く

具
体
的
な
手
立
て

　「
学
習
の
窓
」で
は
、
汎
用
的
な
読
み
の
ポ

イ
ン
ト
を
、
図
解
と
と
も
に
示
し
ま
し
た
。

年
間
で
学
ぶ
読
み
の
力
を
一
覧
で
き
ま
す
。

学
習
用
語
が
使
用
語
彙
に
な
る
よ
う
、
取

り
立
て
て
示
し
て
い
ま
す
。

12

258学習を振り返ろう

書く

問
題
に
取
り
組
み
、
身
に
つ
け
た
力
を
確
認
す
る

学
習
を
振
り
返
ろ
う

確認

相
手
や
目
的
に
応
じ
て
、
気
持
ち
や
用
件
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
を
工
夫

し
て
電
子
メ
ー
ル
を
書
く
。

読
み
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
表
現
の
効
果
を
考
え
な
が
ら
文
章
を
整
え
る
。

表
現
を
工
夫
し
て
書
こ
う

114
ページ

表
現
の
効
果
を
考
え
る

116
ページ

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
生
か
し
て
、
メ
ー
ル
の
下
書
き
を
推す

い

敲こ
う

し
て
み
よ
う
。

▼

山
内
さ
ん
は
、
二
週
間
後
に
職
場
体
験
で
訪
問
す
る
幼
稚
園
に
、

質
問
の
メ
ー
ル
を
送
ろ
う
と
し
て
い
る
。

つなぐ

　電
子
メ
ー
ル
や
手
紙
を
書
く
と
き
に
は
、
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
気

持
ち
や
用
件
が
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
敬
語

を
適
切
に
用
い
な
が
ら
文
章
に
ま
と
め
、
書
き
終
わ
っ
た
ら
、
必
ず
読
み
手
の

立
場
に
立
っ
て
読
み
返
し
推
敲
し
よ
う
。

①�

お
願
い
の
中
身
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、

　返
事
が
欲
し
い
こ
と
も
伝
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

②�

礼
儀
正
し
い
文
章
に
し
ま
し
ょ
う
。

　そ
の
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

　・
敬
語
を
適
切
に
用
い
て
書
く
。

　・�

職
場
体
験
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や

　
　お
世
話
に
な
る
こ
と
へ
の
お
礼
を
書
く
。

　
　

�

　今
度
、
職
場
体
験
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
、

　
　
　大
空
中
学
校
二
年
…
…

③
所
属
名
や
署
名
は
省
略
せ
ず
に
全
て
示
し
ま
し
ょ
う
。

大空市立大空幼稚園

北川先生

大空中学校の山内芽衣です。

職場体験のことで質問があります。

当日は，園児たちとランチルームでクイズ大会

をしようと計画しています。

ランチルームでオルガンを使いたいんですけど。

無理だったら，何か他の方法を考えます。

　　　　　　　　　　大空中　２−２　山内

宛先

件名 職場体験に関する質問（大空中学校・山内）職場体験に関する質問（大空中学校・山内）

ozora-yochien@△△△△.ne.jp

メールの下書き

先生のアドバイス

例
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話
す
こ
と

　
　 

聞
く
こ
と

教
材

知
識
・
技
能

思
考
す
る
・
判
断
す
る
・
表
現
す
る

集
め
る
・
整
理
す
る

組
み
立
て
る

伝
え
合
う

発
表（
基
本
）

声
を
届
け
る

16

言
葉

声
の
出
し
方

聞
く

情
報
を
的
確
に
聞
き
取
る

30

情
報

比ひ

較か
く

・
分
類
・
関
係
づ
け

情
報
収
集

紹し
ょ
う

介か
い

話
の
構
成
を
工
夫
し
よ
う

好
き
な
こ
と
を
ス
ピ
ー
チ
で
紹
介
す
る

54

言
葉

声
の
出
し
方

構
成
の
工く

夫ふ
う

対
話
・
質
問

聞
き
上
手
に
な
ろ
う
　質
問
で
話
を
引
き
出
す

116

言
葉

声
の
出
し
方

質
問
の
し
か
た

話
し
合
い

話
し
合
い
の
展
開
を
捉
え
る

145

情
報

意
見
・
根こ
ん

拠き
ょ

話
題
・
展
開
を
捉と
ら

え
る

話
し
合
い

話
題
や
展
開
を
捉
え
て
話
し
合
お
う

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る

146

情
報

意
見
・
根
拠

話
題
・
展
開
を
捉
え
る

発
表

一
年
間
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

要
点
を
フ
リ
ッ
プ
に
ま
と
め
、
発
表
す
る

230

言
葉

声
の
出
し
方

聞
き
手
を
意
識

　
　 

書
く
こ
と

教
材

知
識
・
技
能

思
考
す
る
・
判
断
す
る
・
表
現
す
る

集
め
る
・
整
理
す
る

組
み
立
て
る

表
現
す
る

記
録（
基
本
）

書
き
留
め
る

18

情
報

比
較
・
分
類
・
関
係
づ
け

情
報
整
理

調
べ
方（
基
本
）

言
葉
を
調
べ
る

19

言
語
文
化

読
書（
辞
典
）

情
報
収
集

説
明

情
報
を
整
理
し
て
書
こ
う

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

34

情
報

比
較
・
分
類
・
関
係
づ
け

題
材
決
定

情
報
整
理

引
用

　情
報
を
引
用
し
よ
う

64

情
報

引
用
・
出
典

情
報
整
理

創
作（
詩
）

　詩
を
作
ろ
う

72

言
葉

表
現
技
法

表
現
の
工
夫

案
内

項
目
を
立
て
て
書
こ
う

案
内
文
を
書
く

118

情
報

比
較
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分
類
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関
係
づ
け

情
報
整
理

推す
い

敲こ
う

読
み
手
の
立
場
に
立
つ

120

言
葉

語
感
・
語ご

彙い

表
記
・
語
句
の
推
敲

説
明

根
拠
を
示
し
て
説
明
し
よ
う

資
料
を
引
用
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

138

情
報

引
用
・
出
典

構
成
の
工
夫

根
拠
を
明
確
に

体
験
文

　故
事
成
語
を
使
っ
て
体
験
文
を
書
こ
う

173

言
語
文
化

古
典

構
成
の
工
夫

意
見

　根
拠
を
明
確
に
し
て
、
意
見
を
ま
と
め
よ
う

185

情
報

意
見
・
根
拠

根
拠
を
明
確
に

説
明

助
言
を
自
分
の
文
章
に
生
か
そ
う

　作
品
の
書
評
を
書
く

186

言
語
文
化

読
書

改
善
点
を
見
い
だ
す

創
作

　別
の
人
物
の
視
点
か
ら
文
章
を
書
き
換
え
よ
う

213

言
葉

語
感
・
語
彙

構
成
・
展
開
の
工
夫

随ず
い

筆ひ
つ

構
成
や
描
写
を
工
夫
し
て
書
こ
う

体
験
を
基
に
随
筆
を
書
く

220

言
葉

語
感
・
語
彙

構
成
の
工
夫

描び
ょ
う

写し
ゃ

の
工
夫

説
明

一
年
間
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

要
点
を
フ
リ
ッ
プ
に
ま
と
め
、
発
表
す
る

230

情
報

比
較
・
分
類
・
関
係
づ
け

題
材
決
定

情
報
収
集
・
整
理

　
　 

読
む
こ
と

教
材

知
識
・
技
能

思
考
す
る
・
判
断
す
る
・
表
現
す
る

捉
え
る

読
み
深
め
る

考
え
を
も
つ

文学

詩

朝
の
リ
レ
ー

言
葉

声
の
出
し
方

詩

野
原
は
う
た
う

14

言
葉

声
の
出
し
方

物
語

シ
ン
シ
ュ
ン

22

言
葉

語
感
・
語
彙

場
面
の
展
開

詩
・
解
説

詩
の
世
界

68

言
葉

語
感
・
語
彙

表
現
の
効
果

物
語

大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た
ち
に
…
…

96

言
語
文
化

読
書

描
写

小
説

星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に

106

言
葉

表
現
技
法

結
び
付
け
て
読
む

詩

大お
お

阿あ

蘇そ

150

言
葉

語
感
・
語
彙

表
現
の
効
果

小
説

少
年
の
日
の
思
い
出

198

言
葉

語
感
・
語
彙

語
り
手

自
分
の
考
え
を
も
つ

随
筆

随
筆
二
編
（
空
／
え
ん
ぽ
う
）

216

言
葉

語
感
・
語
彙

結
び
付
け
て
読
む

詩

さ
く
ら
の
　
は
な
び
ら

234

言
葉

表
現
技
法

自
分
の
考
え
を
も
つ

説明・記録・意見

説
明

ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？

42

情
報

比
較
・
分
類
・
関
連
づ
け

段
落
の
役
割

説
明

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て

46

情
報

意
見
・
根
拠

文
章
の
構
成

説
明

比
喩
で
広
が
る
言
葉
の
世
界

73

言
葉

表
現
技
法

要よ
う

旨し

記
録

「
言
葉
」
を
も
つ
鳥
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

126

情
報

意
見
・
根
拠

構
成
・
展
開

意
見

「
不
便
」
の
価
値
を
見
つ
め
直
す

176

情
報

比
較
・
分
類
・
関
連
づ
け

目
的
に
応
じ
た
要
約

自
分
の
考
え
を
も
つ

古典

古
文

蓬ほ
う

萊ら
い

の
玉
の
枝
︱「
竹た
け

取と
り

物
語
」
か
ら

158

言
語
文
化

古
典

人
物
の
関
係

漢
文

今
に
生
き
る
言
葉

170

言
語
文
化

古
典

自
分
の
考
え
を
も
つ

読書

読
書

あ
と
少
し
、
も
う
少
し
／
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
／

ブ
ラ
イ
ン
ド
の
向
こ
う
に
見
え
る
光

84

言
語
文
化

読
書

自
分
の
考
え
を
も
つ

読
書

君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
／
た
の
し
い
制
約

190

言
語
文
化

読
書

自
分
の
考
え
を
も
つ

学
習
の
見
通
し
を
も
と
う
一
年
間
で
ど
ん
な
学
習
を
し
、
ど
ん
な
力
を
身
に
つ
け
る
か
を
見
通
そ
う
。

■ 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

　学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
、

学
習
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
な
。



89

真
実
を
見
極
め
ら
れ
る
人
に

真
実
を
見
極
め
ら
れ
る
人
に

比較する

情報を
整理する

図表を
読み取る

メディアの
特徴を知る

情報の
信頼性を
確かめる

　

急
速
に
情
報
化
す
る
社
会
の
中

で
、
情
報
を
適
切
に
読
み
解
き
、

真
実
を
見
極
め
る
力
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
物

事
を
多
角
的
に
分
析
し
、
根
拠
に

基
づ
い
て
判
断
す
る
論
理
的
思
考

が
大
切
で
す
。

　

子
供
た
ち
が
、
希
望
を
も
っ
て

Ａ
Ｉ
の
時
代
に
漕
ぎ
出
せ
る
よ
う

に
。
光
村
の
教
科
書
は
、
論
理
的

思
考
や
情
報
活
用
の
基
礎
と
な
る

言
葉
の
力
を
鍛
え
ま
す
。
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137 思考のレッスン２ ● 原因と結果

問
題
２
▼
次
の
文
章
は
、
話
の
筋

道
に
無
理
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
反

論
が
考
え
ら
れ
る
か
、
話
し
合
っ
て

み
よ
う
。

①  

毎
日
遠
く
の
山
を
見
る
よ
う
に
し

た
ら
、
急
に
絵
が
上
達
し
た
。

②  

こ
の
川
の
水
質
が
よ
い
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
イ
ワ
ナ
が

多
く
生
息
し
て
い
る
こ
と
だ
。

③		

私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
図
書
館
を
利

用
す
る
回
数
が
多
い
人
ほ
ど
、

ひ
と
月
に
買
う
本
の
冊
数
が
多

い
。
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
を
買
う
機
会
が
増

え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

■ 

つ
な
が
り
を
確
か
め
る

　原
因
と
結
果
を
表
す
言
葉
を
使
っ
て
い
て
も
、
そ

の
つ
な
が
り
に
無
理
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。
次
の
こ

と
を
確
か
め
よ
う
。

　話
の
筋
道
を
理
解
し
た
り
、
筋
道
を
立
て
て
書

い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
と
き
に
は
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
よ
う
。

 

話
の
中
に
、
幾
つ
の
事
実
が
あ
る
か
。

  

そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
が
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
つ

な
が
っ
て
い
る
か
。

  

原
因
と
結
果
の
つ
な
が
り
に
無
理
は
な
い
か
。

チェックポイント
［
全
く
の
偶
然
で
は
な
い
か
］

　田
口
さ
ん
は
、
新
し
い
鉛え

ん

筆ぴ
つ

を

使
っ
た
か
ら
、
成
績
が
上
が
っ
た
ん

だ
っ
て
。

［
原
因
と
結
果
が
逆
で
は
な
い
か
］

　先
生
が
注
意
す
る
回
数
が
多
い
ク

ラ
ス
ほ
ど
、
忘
れ
物
が
多
い
。
先
生

が
注
意
す
る
こ
と
が
、
忘
れ
物
が
増

え
る
原
因
だ
。

［
隠
さ
れ
た
別
の
原
因
は
な
い
か
］

　冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
売

れ
る
と
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
よ
く

売
れ
る
ん
だ
よ
。

新
出
漢
字

136

踏
ト
ウ

ふ
む

ふ
ま
え
る

136

隔
カ
ク

へ
だ
て
る

へ
だ
た
る

136

環
カ
ン

137

偶
グ
ウ

137

隠
イ
ン

か
く
す

か
く
れ
る

136

比
較・分
類

情
報
整
理
の
レ
ッ
ス
ン

32
ページ

原
因
と
結
果

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
2

意
見
と
根
拠

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
1

52
ページ

問
題
１
▼
次
の
文
章
に
は
、
幾
つ

の
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
、
ど

の
よ
う
な
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。

公園の前が混雑した。

原 因

結 果

　公園の草花が踏
まれて傷ついた。

結 果

　子供たちが迷
子になった。

結 果

原 因

　公園の前に自
転車を止める人
が多かった。

原 因

　何
か
を
引
き
起
こ
す
元
に
な
る
も
の
を
「
原
因
」、

そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
状
態
を
「
結
果
」

と
い
う
。
話
の
筋
道
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
原
因

と
結
果
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　小お

笠が
さ

原わ
ら

諸
島
は
、
一
度
も
大

陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が

な
い
火
山
島
で
あ
る
。
隔
離
さ

れ
た
環
境
に
よ
っ
て
、
島
の
生

き
物
た
ち
は
独
自
に
進
化
し
た
。

そ
の
た
め
、
小
笠
原
諸
島
に
は
、

姿
、
形
、
性
質
が
本
州
と
は
異

な
る
生
き
物
が
数
多
く
い
る
。

原
因
と
結
果
を
表
す
言
葉

・
…
…
に
よ
っ
て
、	

・
…
…
か
ら
、

・
…
…
と
な
っ
た
の
は
、
…
…
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

・
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
…
…
だ
。

・
こ
の
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
る
原
因
は
、
…
…
だ
。

　Ａ
町
の
秋
祭
り
で
は
、
Ｂ
公
園
の
前
が
た
い
へ

ん
混
雑
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
が
迷

子
に
な
る
な
ど
の
混
乱
も
起
き
た
。
ま
た
、
残
念

な
こ
と
に
、
公
園
の
草
花
が
踏
ま
れ
て
傷
つ
い
て

し
ま
っ
た
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
町
民
向
け
の
割

引
券
を
公
園
の
入
り
口
で
配
布
し
た
こ
と
と
、
公

園
の
前
に
自
転
車
を
止
め
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　原
因
と
結
果
が
ど
う
つ
な
が
っ
て

い
る
か
、
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

情報

時 

間 

の 

経 

過

　町民向けの割
引券を公園の入
り口で配布した。
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れ
る
か
、
話
し
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み
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。
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し
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れ
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イ
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が

多
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し
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こ
と
だ
。

③		

私
の
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で
は
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図
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館
を
利
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が
多
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人
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、

ひ
と
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に
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冊
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が
多

い
。
図
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を
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が
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が
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と
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に
無
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が
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る
場
合
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。
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の
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と
を
確
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よ
う
。

　話
の
筋
道
を
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解
し
た
り
、
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道
を
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書

い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
と
き
に
は
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
よ
う
。

 

話
の
中
に
、
幾
つ
の
事
実
が
あ
る
か
。

  

そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
が
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
つ

な
が
っ
て
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か
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原
因
と
結
果
の
つ
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が
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に
無
理
は
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か
。
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［
全
く
の
偶
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で
は
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か
］

　田
口
さ
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は
、
新
し
い
鉛え

ん

筆ぴ
つ

を

使
っ
た
か
ら
、
成
績
が
上
が
っ
た
ん

だ
っ
て
。

［
原
因
と
結
果
が
逆
で
は
な
い
か
］

　先
生
が
注
意
す
る
回
数
が
多
い
ク

ラ
ス
ほ
ど
、
忘
れ
物
が
多
い
。
先
生

が
注
意
す
る
こ
と
が
、
忘
れ
物
が
増

え
る
原
因
だ
。

［
隠
さ
れ
た
別
の
原
因
は
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か
］

　冷
た
い
ジ
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が
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る
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１
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幾
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事
実
が
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れ
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い
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う
。

そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
、
ど

の
よ
う
な
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。

公園の前が混雑した。

原 因

結 果

　公園の草花が踏
まれて傷ついた。

結 果

　子供たちが迷
子になった。

結 果

原 因

　公園の前に自
転車を止める人
が多かった。

原 因

　何
か
を
引
き
起
こ
す
元
に
な
る
も
の
を
「
原
因
」、

そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
状
態
を
「
結
果
」

と
い
う
。
話
の
筋
道
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
原
因

と
結
果
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　小お

笠が
さ

原わ
ら

諸
島
は
、
一
度
も
大

陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が

な
い
火
山
島
で
あ
る
。
隔
離
さ

れ
た
環
境
に
よ
っ
て
、
島
の
生

き
物
た
ち
は
独
自
に
進
化
し
た
。

そ
の
た
め
、
小
笠
原
諸
島
に
は
、

姿
、
形
、
性
質
が
本
州
と
は
異

な
る
生
き
物
が
数
多
く
い
る
。

原
因
と
結
果
を
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す
言
葉

・
…
…
に
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て
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・
…
…
か
ら
、
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と
な
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た
の
は
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…
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の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
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原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
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…
…
だ
。
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こ
の
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
る
原
因
は
、
…
…
だ
。

　Ａ
町
の
秋
祭
り
で
は
、
Ｂ
公
園
の
前
が
た
い
へ

ん
混
雑
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
が
迷

子
に
な
る
な
ど
の
混
乱
も
起
き
た
。
ま
た
、
残
念

な
こ
と
に
、
公
園
の
草
花
が
踏
ま
れ
て
傷
つ
い
て

し
ま
っ
た
と
い
う
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あ
る
。
町
民
向
け
の
割

引
券
を
公
園
の
入
り
口
で
配
布
し
た
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と
と
、
公

園
の
前
に
自
転
車
を
止
め
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　原
因
と
結
果
が
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う
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な
が
っ
て
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る
か
、
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

情報

時 

間 
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　町民向けの割
引券を公園の入
り口で配布した。

137 思考のレッスン２ ● 原因と結果

問
題
２
▼
次
の
文
章
は
、
話
の
筋

道
に
無
理
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
反

論
が
考
え
ら
れ
る
か
、
話
し
合
っ
て

み
よ
う
。
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毎
日
遠
く
の
山
を
見
る
よ
う
に
し

た
ら
、
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に
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が
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達
し
た
。
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の
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の
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が
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い
原
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と
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ら
れ
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の
は
、
イ
ワ
ナ
が

多
く
生
息
し
て
い
る
こ
と
だ
。
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私
の
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で
は
、
図
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館
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回
数
が
多
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ほ
ど
、

ひ
と
月
に
買
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本
の
冊
数
が
多
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。
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書
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る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
を
買
う
機
会
が
増

え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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つ
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が
り
を
確
か
め
る

　原
因
と
結
果
を
表
す
言
葉
を
使
っ
て
い
て
も
、
そ

の
つ
な
が
り
に
無
理
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。
次
の
こ

と
を
確
か
め
よ
う
。

　話
の
筋
道
を
理
解
し
た
り
、
筋
道
を
立
て
て
書

い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
と
き
に
は
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
よ
う
。

 

話
の
中
に
、
幾
つ
の
事
実
が
あ
る
か
。

  

そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
が
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
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が
っ
て
い
る
か
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原
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と
結
果
の
つ
な
が
り
に
無
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は
な
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か
。
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［
全
く
の
偶
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で
は
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か
］

　田
口
さ
ん
は
、
新
し
い
鉛え

ん

筆ぴ
つ

を

使
っ
た
か
ら
、
成
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が
上
が
っ
た
ん

だ
っ
て
。

［
原
因
と
結
果
が
逆
で
は
な
い
か
］

　先
生
が
注
意
す
る
回
数
が
多
い
ク

ラ
ス
ほ
ど
、
忘
れ
物
が
多
い
。
先
生

が
注
意
す
る
こ
と
が
、
忘
れ
物
が
増

え
る
原
因
だ
。

［
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別
の
原
因
は
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か
］
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ジ
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が
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れ
る
と
、
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れ
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1年P9「思考の地図」

特
設
教
材「
情
報
社
会
を
生
き
る
」

根
拠
に
基
づ
き
、論
理
的
に
伝
え
る

多
角
的
に
吟
味
し
て
読
む

124

51015

51015

　人
類
は
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、「
高
い
知
性
を
も
っ
て
い
る
の

は
人
間
だ
け
」
と
い
う
環
境
を
前
提
と
し
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
や
「
人
工
知
能
は
人
間
を
超
え
る
知
性
だ
。」
と
か
、
逆

に
「
人
間
に
は
で
き
る
が
人
工
知
能
に
は
で
き
な
い
。」
な
ど
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
言
説
が
飛
び
交
う
時
代
で
す
。
人
工
知
能
が
社
会
に
浸

透
し
始
め
た
今
、
そ
れ
に
人
間
が
ど
う
向
き
合
う
か
が
課
題
と
な
り

ま
す
。

　興
味
深
い
の
は
、
現
在
、
人
工
知
能
を
搭
載
し
た
将
棋
ソ
フ
ト
と

人
間
の
棋
士
と
の
間
で
起
き
て
い
る
事
象
が
、
今
後
の
社
会
の
在
り

方
を
先
取
り
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、

棋
士
が
直
面
し
て
い
る
違
和
感
か
ら
話
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　一
つ
は
、
人
工
知
能
の
思
考
は
過
程
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
将
棋
ソ
フ
ト
は
、
過
去
の
膨
大
な
デ
ー
タ

を
基
に
、
目
の
前
の
局
面
が
有
利
か
不
利
か
の
形
勢
を
判
断
す
る
、

評
価
値
と
よ
ば
れ
る
数
値
を
出
し
ま
す
。
数
が
プ
ラ
ス
に
大
き
け
れ

①

②

ば
大
き
い
ほ
ど
有
利
で
、
マ
イ
ナ
ス
に
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
不

利
と
な
り
ま
す
。
こ
の
評
価
値
は
極
め
て
有
効
に
働
く
た
め
、
現
在

は
プ
ロ
棋
士
が
参
考
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
膨

大
な
情
報
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
そ
の
結
論
に
至
っ
た
の
か
、
人

間
に
は
わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
社
会
が
人
工
知
能
を
受
容
し

て
い
く
中
で
、
意
思
決
定
の
過
程
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
る
こ

と
に
は
、
多
く
の
人
が
不
安
を
覚
え
る
と
思
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
、
将
棋
ソ
フ
ト
を
使
う
棋
士
の
間
で
い
わ
れ
る
の
は
、

人
工
知
能
に
は
「
恐
怖
心
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
工
知
能

は
た
だ
た
だ
過
去
の
デ
ー
タ
を
基
に
次
の
一
手
を
選
ぶ
た
め
、
人
間

で
あ
れ
ば
危
険
を
察
知
し
て
不
安
や
違
和
感
を
覚
え
る
よ
う
な
手
で

も
、
平
然
と
指
し
て
き
ま
す
。
私
た
ち
棋
士
は
、
そ
こ
に
恐
怖
を
感

じ
る
の
で
す
。
こ
れ
を
、
例
え
ば
人
工
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
に
置
き
換
え

て
み
る
と
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
安
心
感
や
安
定
感
な
ど
、
人
間
が
無

意
識
に
求
め
る
価
値
や
倫
理
を
共
有
し
て
い
な
い
相
手
と
、
安
心
し

人
工
知
能
と
の
未
来
羽は

生ぶ

　善よ
し

治は
る

筆
者	

羽
生
善
治

　一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）

―
　埼
玉
県

出
身
。
将
棋
棋
士
。

著
書	

「
大
局
観
」、
共
著
「
人
工
知
能
の
核
心
」
な
ど
。

出
典	

本
書
の
た
め
の
書
き
お
ろ
し
。

人
間
と
人
工
知
能
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
た
二
つ
の
文
章
を
読
み
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。

10 | 9思考の地図

課題・題材

相違点

共通点

BA

思
考
の
地
図 

─
思
考
の
旅
に
出
か
け
よ
う

　場
面
や
目
的
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
思
考
法
（
考
え
方
）
を
使
い
、

課
題
を
解
決
し
た
り
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
し
て
い
こ
う
。

第１段落

第2段落

第5段落

第3
段落

第4
段落

観点❶　　観点❷　　観点❸　　

A

B

C

比
較
す
る
も
の

課 題

仮 説

検 証

程度が強い

  この情報とこの情報は  
どうつながるのだろう。

 新しいものの見方に気がついた。

 どんな方法で情報を整理しよう。
  図式化すると，自分の考えが整理されるな。  
みんなでいっしょに考えることもできる。

C

A

B

　さ
あ
、
思
考
の
地
図
を

持
っ
て
出
発
し
よ
う
。

◆ 観点
 目的に合った「観点」を決め，
表に整理する。 32ページ

◆ 軸
じく

基準となる軸を設けて，
物事の程度などを示す。

81ページ

◆ 分類
共通点や類

るい

似
じ

点に注目して
グループに分ける。

33ページ

◆ 共通点・相
そう

違
い

点
複数の物事の特

とく

徴
ちょう

を，共通点と相違点
に分類する。

33ページ

◆ マッピング
思いついた考えや物事をつないで広げていく。

35ページ　80ページ

◆ ブレーンストーミング
アイデアを広げるための話し合い。

146ページ（グループ・ディスカッション）

◆ 順序・流れ・関係
物事の順序や流れ，変化などを矢印や囲みなどを用いて表す。 28ページ 33ページ 

 どのように情報を集めようか。
 テーマはこれでよいだろうか。
 他の見方はないかな。

原 因 原 因

結 果

◆ 原因と結果
話や文章の中にふくまれる原因と結果の関係をつ
かむ。

136ページ

意見と根拠をつなぐ考え

根 拠

意 見

◆ 意見と根
こん

拠
きょ

話や文章の中にふくまれる意見と根拠の関係を明
らかにする。

52ページ

◆ 仮説・検証
課題に対してあらかじめ仮説を立て，それを調査
で明らかにしていく。 135ページ　138ページ

思考を広げる思考を整理する思考を深める

A だけの
特徴

B だけの
特徴

発ほ
っ

端た
ん（
出
会
い
）

場
面
①

場
面
②

場
面
③

山
場

（
事
件
）

結
末

広げる 思い出す・ふり返る比
ひ

較
かく

する・分類する

順序立てる・関係づける仮説を立てて検証する

分
ぶん

析
せき

する・吟
ぎん

味
み

する

程度が弱い

2年 P60「メディアを比べよう」

126

51015

51015

　人
工
知
能
の
研
究
者
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
人

工
物
に
知
能
を
も
た
せ
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
研
究
し
て
い
る
。
人
間

の
知
っ
て
い
る
範
囲
で
最
も
高
度
な
知
能
を
も
っ
て
い
る
の
は
人
間

自
身
な
の
で
、
人
工
知
能
は
人
間
の
よ
う
な
知
能
を
目
ざ
す
こ
と
に

な
る
。
人
間
は
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
」
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
言
葉

を
話
し
た
り
理
解
し
た
り
で
き
る
（
人
工
知
能
で
は
「
自
然
言
語
処

理
」
と
い
う
領
域
に
な
る
）。
目
で
見
た
も
の
が
何
か
を
理
解
で
き

る
（「
画
像
認
識
」
と
い
う
）。
耳
で
聞
い
た
こ
と
を
理
解
で
き
る

（「
音
声
認
識
」
と
い
う
）。
人
間
の
知
能
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
い

ろ
い
ろ
な
能
力
を
合
わ
せ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
人
工
知
能
研
究
は
、

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
も
た
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　私
は
、
人
間
と
は
何
か
、
人
間
の
知
能
と
は
何
か
を
知
り
た
い
と

考
え
、
特
に
人
工
知
能
と
創
造
性
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て

き
た
。
創
造
性
と
は
、
新
し
い
こ
と
を
思
い
つ
く
能
力
だ
。
創
造
性

は
、
画
家
や
作
家
な
ど
特
定
の
人
た
ち
だ
け
が
も
っ
て
い
る
能
力
で

は
な
く
、
誰
も
が
も
っ
て
い
る
。
み
ん
な
が
絵
を
描
い
た
り
文
章
を

書
い
た
り
で
き
る
の
は
、
創
造
性
の
賜た
ま

物も
の

な
の
で
あ
る
。

　星ほ
し

新し
ん

一い
ち

さ
ん
と
い
う
作
家
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
シ
ョ
ー
ト

シ
ョ
ー
ト
と
よ
ば
れ
る
、
短
く
て
落
ち
が
あ
る
小
説
を
た
く
さ
ん
書

い
た
人
だ
。
私
は
近
年
、
他
の
研
究
者
と
い
っ
し
ょ
に
、
こ
の
星
新

一
さ
ん
の
よ
う
な
小
説
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
書
か
せ
る
試
み
を
し
て

い
る
。
文
学
賞
に
入
賞
す
る
よ
う
な
作
品
を
作
ら
せ
る
の
が
夢
な
の

だ
が
、
ま
だ
よ
う
や
く
一
次
審
査
を
通
過
し
た
と
い
う
段
階
で
あ
る
。

先
は
長
い
。

　コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
小
説
を
書
か
せ
る
研
究
を
進
め
て
き
て
、
わ

か
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

　創
造
性
は
新
し
い
こ
と
を
思
い
つ
く
能
力
だ
と
書
い
た
が
、
今
ま

で
に
な
い
こ
と
を
思
い
つ
く
だ
け
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
ほ
う
が
人
間
よ
り
も
得
意
で
あ
る
。
我
々
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
一
時
間
に
十
万
作
の
小
説
を
書
く
こ
と
が
可
能
だ
。

ど
れ
も
似
た
り
寄
っ
た
り
の
内
容
だ
（
し
か
も
、
ま
だ
あ
ま
り
お
も

人
間
と
人
工
知
能
と
創
造
性

松ま
つ

原ば
ら

　仁ひ
と
し

筆
者	

松
原 

仁
　一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）

―
　東
京
都
出

身
。
人
工
知
能
研
究
者
。

著
書	

「
Ａ
Ｉ
に
心
は
宿
る
の
か
」
な
ど
。

出
典	

本
書
の
た
め
の
書
き
お
ろ
し
。

3年 P124「人工知能と
の未来」，P126「人間と
人工知能と創造性」

3年 P172「情報を読み取って文章を書こう」

さらに巻頭では……

図
表
の
読
み
取
り
方
や
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
、

情
報
の
信
頼
性
の
確
か
め
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

根
拠
を
明
確
に
し
て
、
自
分
の
考
え
を
書
く
教

材
を
随
所
に
設
け
ま
し
た
。

文
章
を
比
較
し
て
読
む
活
動
を
複
数
設
け
ま

し
た
。
対
象
を
多
角
的
に
吟
味
し
、
評
価
す

る
力
を
養
い
ま
す
。

問いを立て，論理的に考える
真
実
を
見
極
め
ら
れ
る
人
に

1POINT

例
示
や
図
解
で
わ
か
り
や
す
く
解
説

2POINT3POINT

1年P136
「思考のレッスン 2　原因と結果」

 「
思
考
の
レ
ッ
ス
ン
」「
情
報
整
理
の
レ
ッ
ス
ン
」

　
文
章
に
お
け
る「
情
報
の
扱
い
方
」を
ズ
バ
リ
解
説

巻
頭「
思
考
の
地
図
」

　
他
教
科
や
日
常
生
活
で
も
使
え
る
思
考
ツ
ー
ル

論
理
的
思
考
力
を
育
む
「
情
報
」
教
材

光
村
の
国
語 

完
全
活
用
ガ
イ
ド

いつでも
活用できる

折り込み構造

情
報
を
疑
い
、適
切
に
読
み
解
く

詳しくは

学習指導要領で
新設された

「情報の扱い方」
についての
教材です

61 情報社会を生きる ● メディアを比べよう

サッカーFIFAワールドカップ１次リーグ
日本, 2位で決勝トーナメント進出へ

NEWS

0：59

2018 年 7 月 9日発行

2018年6月29日午前7時49分配信

決勝トーナメント進出。

いろんな意味で難しい試合
でしたが，自分たちの１つ
の目標がクリアできたこと，
引き続き夢の舞台で戦える
ことに幸せを感じます。
日本史上初のベスト8を目
ざして，次のベルギー戦に
集中します！

Yuto Nagatomo | 長友佑都
@YutoNagatomo5N

WEB SPORTS NEWS

2018 年 6 月 29 日 0時 53 分配信

最後は頭脳戦で決勝トーナメント進出をつかむ

ロシア・ワールドカップのグループH最終戦，日本

代表対ポーランド代表の試合が６月28日に行われ，

日本は０対１で敗れたものの，グループHの２位で

決勝トーナメント進出を決めた。

日本代表，２大会ぶりの決勝 T 進出決定 !! 
ポーランドに敗れるも
フェアプレーポイントの差で２位通過！

日本代表   2018 年6月29日 0:53

ネットニュース

テレビニュース

 S N S

雑誌

2018 年 6 月 29 日 0時 59 分放送

2018サッカーFIFAワー

ルドカップ１次リーグ

H組の最終戦，日本は

ポーランドと対決。後

半で１点を先制された

日本，１- 0でポーラン

ドに敗れましたが，……

60

情
報
社
会
を
生
き
る

▼
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
比
較
し
よ
う
。

2018 年 6 月 29 日朝刊

あ
な
た
は
普
段
、
ど
の
よ
う
に
情
報
を
集
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
身
の
回
り
に
あ
る
メ
デ
ィ
ア
を
比
べ
て
、
特
徴
を
理
解
し
よ
う
。

　本
、
雑
誌
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
、
※

Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
特
徴
に
つ
い
て
次
の
観
点
で
比
較
し
、
そ
の
根
拠
を

話
し
合
お
う
。

［
比
較
の
観
点
］

⃝

速
報
性
…
報
道
が
配
信
さ
れ
る
速
さ
。

⃝

詳
細
さ
…
情
報
の
詳
し
さ
。

⃝

信
頼
性
…�

発
信
者
名
や
情
報
の
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
る

か
、
確
か
な
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
か
な
ど
。

例 

本
の
場
合

⃝

速
報
性 

★
☆
☆
…
出
版
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。

⃝

詳
細
さ 

★
★
★
…
詳
細
な
も
の
が
多
い
。

⃝

信
頼
性 

★
★
★
…�

著
者
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
分
、

信
頼
性
は
高
い
。

※�

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
略
称
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
不
特
定
多
数
宛
て
に
情
報
を
発
信
し
た
り
、
受
信
者

と
や
り
取
り
を
し
た
り
で
き
る
。

新聞

メ
デ
ィ
ア
を
比
べ
よ
う

情報

173 価値を生み出す ● 情報を読み取って文章を書こう

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50（%）

9 歳以下 16.6
10 歳代 44.8
20 歳代 10.7

年齢に関係なくいつでも 20.2
特にそういう時期はない 2.5

わからない 0.8

30 歳代 1.9
40 歳代 0.9
50 歳代 1.1

60 歳以上 0.5

人が最も読書すべき時期はいつ頃だと考えるか

「平成 25 年度『国語に関する世論調査』の結果の概要」
（文化庁）から

【
課
題
】
次
の
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
と
、

そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
、
二
段
落
で
構
成
し
、

二
百
字
以
内
で
ま
と
め
よ
う
。

　 	

小
論
文
に
使
う
言
葉	

284
ページ
語
彙
を
豊
か
に

・�

な
ぜ
十
歳
代
と
答
え
た
人
が
多
い
の
か
。

・�

読
書
に
は
ど
の
よ
う
な
効
用
が
あ
る
の
か
。

・
十
代
と
は
ど
の
よ
う
な
時
期
か
。

・�

今
の
自
分
や
周
り
の
友
達
の
読
書
状
況
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

・�

そ
の
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

▼�

自
分
の
考
え

・
…
…
が
必
要
だ
。

・
…
…
と
考
え
て
い
る
。

・�

…
…
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

・
つ
ま
り
、
…
…
。

・
こ
の
よ
う
に
、
…
…
。

・�

…
…
の
割
合
が
多
い
。

・�

全
体
の
○
パ
ー
セ
ン

ト
に
及
ん
で
い
る
。

・�

こ
の
こ
と
は
…
…
を

示
し
て
い
る
。

・
…
…
が
わ
か
る
。

▼�

読
み
取
っ
た
こ
と

第二段落 第一段落

　最
も
読
書
す
べ
き
時
期
を
十
歳
代
と
答
え
た
人

が
い
ち
ば
ん
多
く
、
二
十
歳
代
ま
で
と
答
え
た
人

は
全
体
の
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
及
ぶ
。
こ
の

こ
と
は
、
若
い
時
期
に
読
書
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　私
た
ち
十
代
は
、
学
校
な
ど
の
身
近
な
世
界
し

か
知
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
読
書
を
通
し
て
多
様
な

価
値
観
を
知
り
、
想
像
力
を
養
う
こ
と
が
必
要
だ
。

多
く
の
こ
と
を
吸
収
で
き
る
時
期
に
、
読
書
を
楽

し
み
、
自
ら
を
豊
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

（
構
成
案
）

十
歳
代
と
答
え
た
人
が
最
も
多
い
。

（
世
論
調
査
の
結
果
）

若
い
時
期
に
読
書
す
べ
き
と
考
え

る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
。

十
代
は
多
く
の
こ
と
を
吸
収
で
き

る
、
可
能
性
の
あ
る
時
代
。

読
書
の
効
用
・
推
進
。

グラフから読み取ったこと自分の考え

読み取る
ときの
着眼点

・�

数
値
の
大
き
い
（
小
さ
い
）
部
分

・「
変
化
」
の
大
き
い
部
分

・
全
体
の
傾
向

　な
ど

■	

グ
ラ
フ
を
読
み
取
る	
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グ
ラ
フ
の
活
用

■	

分
析
す
る

［
問
い
の
例
］

［
小
論
文
の
例
］

172

情
報
を
読
み
取
っ
て
文
章
を
書
こ
う

グ
ラ
フ
を
基
に
小
論
文
を
書
く

　グ
ラ
フ
な
ど
を
踏
ま
え
て
自
分
の
意
見
を
構
築
す
る
に
は
、
情
報
を
客
観
的
に

読
み
取
り
、
論
理
的
に
考
え
て
表
現
す
る
力
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
課
題

に
沿
っ
て
グ
ラ
フ
を
分
析
し
、
論
理
の
展
開
に
注
意
し
て
小
論
文
を
書
こ
う
。

目
標

⃝

具
体
的
な
情
報
を
基
に
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

⃝

論
理
展
開
な
ど
に
つ
い
て
推す

い

敲こ
う

し
た
り
助
言
し
た
り
し
て
、
よ
り
よ
い
文
章
に
す
る
。

①	

グ
ラ
フ
を
読
み
、
分
析
す
る

・
左
ペ
ー
ジ
の
課
題
を
読
み
、
書
く
べ
き
要
素
を
正
確
に
把
握
す
る
。

・
情
報
を
的
確
に
読
み
取
り
、
自
分
な
り
の
問
い
を
立
て
分
析
す
る
。

④	

読
み
直
し
て
推
敲
し
た
り
助
言
し
た
り
す
る

　書
い
た
小
論
文
を
読
み
合
い
、
よ
い
点
や
改
善
点
を
助
言
し
合
う
。

②	

構
成
や
内
容
を
考
え
る

　考
え
の
筋
道
が
わ
か
る
よ
う
、
論
理
展
開
を
意
識
し
て
構
成
す
る
。

③	

小
論
文
を
書
く

習窓
学の

【
グ
ラ
フ
な
ど
の
資
料
を
分
析
し
、
考
え
を
書
く
】

・�

着
眼
点
を
決
め
て
、
グ
ラ
フ
な
ど
を
読
み
取
る
。

・�

問
い
を
立
て
、
読
み
取
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
書
き
出
す
。

・�

論
理
展
開
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
、
構
成
を
考
え
て
書
く
。

【
推
敲
し
た
り
助
言
し
た
り
す
る
観
点
】

・
段
落
構
成
や
字
数
は
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
。

・
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
は
正
確
か
。

・
読
み
取
っ
た
こ
と
と
考
え
は
論
理
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

・
自
分
の
考
え
は
わ
か
り
や
す
く
端
的
に
書
け
て
い
る
か
。

小
論
文
で
自
分
の
考
え
を
書
く
に
は

書く

学
ん
だ
こ
と
を
ト
ラ
イ
ア
ル
問
題
で
確
認

思
考
を
い
ざ
な
う
話
型
や
文
型
を
提
示



1213

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
人
に

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
人
に

　

多
様
化
、
複
雑
化
す
る
現
代
社
会
。
子
供
た
ち
は
、
答
え
が
一
つ
に
決
ま
ら
な
い
問
い
に
も
向
き
合
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、先
人
の
知
恵
を
借
り
た
り
、他
者
と
協
働
し
た
り
す
る
力
が
必
要
で
す
。

　

言
葉
を
通
し
て
人
と
つ
な
が
り
、
過
去
に
学
ん
で
、
新
た
な
時
代
の
価
値
を
創
造
で
き
る
よ
う
に
。
光
村
の

教
科
書
で
は
、
豊
か
な
感
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
教
材
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

読書

感性

語彙

言語
文化協働

対話



116117 心の動き ● 聞き上手になろう

聞
き
上
手
に
な
ろ
う

質
問
で
話
を
引
き
出
す

　聞
き
上
手
な
人
は
、
た
だ
黙
っ
て
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
た
く
み
な
質
問
で

話
を
引
き
出
し
、
対
話
を
充じ
ゅ
う

実じ
つ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
聞

き
上
手
に
な
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
、
質
問
の
し
か
た
や
き
き
方
の
工
夫
を
学
ぼ
う
。

目
標

⃝

音
声
の
働
き
や
仕
組
み
を
意
識
し
て
話
す
。

⃝

聞
い
た
こ
と
を
基
に
考
え
を
ま
と
め
、
質
問
の
し
か
た
を
工
夫
し
て
き
く
。

①	

き
き
方
の
工
夫
や
質
問
の
種
類
を
知
る

　右
下
の
林
さ
ん
へ
の
質
問
を
、
左
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
考
え
て
み
よ
う
。

②	

対
話
の
練
習
を
す
る

①
二
人
一
組
に
な
り
、
話
し
手
と
聞
き
手
に
分
か
れ
る
。

②�

話
し
手
が
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。［
一
分
］

③�

聞
き
手
は
①
を
ふ
ま
え
て
き
き
方
や
質
問
の
し
か
た
を
工
夫
し
、
質
問

で
話
を
引
き
出
す
。
三
往
復
以
上
の
や
り
取
り
を
目
ざ
そ
う
。［
五
分
］

④
役
割
を
か
え
て
、
②
③
を
く
り
返
す
。

③	

学
習
を
振
り
返
る

話す
　聞く

林さん

　こ
の
夏
休
み
の
い
ち
ば
ん
の
思
い
出
は
、

妹
と
二
人
で
福
岡
の
祖
母
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。

　い
つ
も
は
両
親
も
い
っ
し
ょ
な
の
で
す
が
、
今
年
は
父
の

仕
事
の
都
合
で
、
私
た
ち
だ
け
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
さ
い
妹
を
連
れ
て
の
移
動
は
大
変
で
し
た
が
、
無
事
に

行
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

習窓
学の

・�

相
手
の
話
に
耳
を
か
た
む
け
、
相
づ
ち
を
打
っ
た
り
う
な
ず
い

た
り
し
な
が
ら
、
誠
実
な
態
度
で
聞
く
。

・�

相
手
が
答
え
や
す
い
よ
う
に
質
問
の
し
か
た
を
工
夫
す
る
。

　→�「
は
い
」「
い
い
え
」
な
ど
で
答
え
ら
れ
る
質
問
か
ら
、
自
由

に
答
え
る
質
問
へ
と
展
開
す
る
。

　→�

相
手
の
言
葉
を
引
用
し
て
質
問
し
た
り
、
話
の
内
容
を
言
い

換
え
て
相
手
の
意
図
を
確
か
め
た
り
す
る
。

・�

質
問
す
る
と
き
は
、
相
手
に
届
く
よ
う
、
は
っ
き
り
と
し
た
発

音
、
程
よ
い
大
き
さ
や
間ま

の
取
り
方
を
意
識
し
て
話
す
。

質
問
で
話
を
引
き
出
す
に
は

［
き
き
方
の
工
夫
］

［
質
問
の
種
類
］

　

�

　話
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
り
、
話
し
手
が
話

し
や
す
く
な
る
。

▼���

相
づ
ち
を
打
つ

▼�

聞
い
た
こ
と
を
く
り
返
す

▼
相
手
の
言
葉
を

　引
用
し
て
質
問
す
る

　

�

　き
き
た
い
内
容
や
質

問
の
意
図
が
明
確
に
な

り
、
話
し
手
が
答
え
や

す
く
な
る
。

▼
他
の
言
葉
で

　言
い
換
え
て
確
か
め
る

　

�

　話
の
内
容
を
聞
き
手

が
言
い
換
え
る
こ
と
で
、

話
を
十
分
に
理
解
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　そ
れ
は
つ
ま
り

…
…
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　妹
を
連
れ
て
の
移

動
が
大
変
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
特
に
苦

労
し
た
の
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
す
か
。

　へ
え
、
妹
と
二
人
だ
け

で
行
っ
た
ん
で
す
ね
。

　質
問
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。

⃝

ア 

絞
る
質
問
（
事
実
や
考
え
を
確
か
め
る
と
き
）

　

�

　答
え
が
一
つ
に
絞
ら
れ
る
質
問
や
、
選
択
肢し

を
示
し
て
選

ば
せ
る
質
問
。「
閉
じ
た
質
問
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
）」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　・
○
○
で
す
か
。（
→
は
い
／
い
い
え
）

　・�

○
○
と
△
△
の
ど
ち
ら
で
す
か
。（
→
○
○
で
す
／
△
△
で
す
）

⃝

イ 

広
げ
る
質
問
（
話
題
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
と
き
）

　

�

　答
え
方
を
指
定
せ
ず
、
相
手
に
自
由
に
答
え
さ
せ
る
質
問
。

「
開
い
た
質
問
（
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　・�

そ
の
と
き
、
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

　・
ど
う
し
て
…
…
な
の
で
す
か
。

　・
く
わ
し
く
言
う
と
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

　・
例
え
ば
…
…
と
い
う
場
合
は
ど
う
で
す
か
。

　・
他
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
※
質
問
の
順
序

　⃝ア
か
ら
⃝イ
へ
展
開
す
る
と
話
し
手
が
答
え
や
す
い
こ
と
が
多
い
。

　・
犬
と
ね
こ
で
は
ど
ち
ら
が
好
き
で
す
か
。（
⃝ア
）

　・
ど
う
し
て
犬
の
ほ
う
が
好
き
な
ん
で
す
か
。（
⃝イ
）

　福
岡
へ
は
新
幹
線
で

行
っ
た
ん
で
す
か
。

　無
事
、
お
ば
あ
さ

ん
の
家
に
着
い
た
と

き
は
、
ど
ん
な
気
持

ち
で
し
た
か
。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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や
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こ
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が
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。
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で
は
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で
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。（
⃝ア
）
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ど
う
し
て
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の
ほ
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な
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か
。（
⃝イ
）

　福
岡
へ
は
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で
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か
。

　無
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、
お
ば
あ
さ

ん
の
家
に
着
い
た
と

き
は
、
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ん
な
気
持

ち
で
し
た
か
。
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が
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は
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そ
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上
手
に
な
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
、
質
問
の
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や
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き
き
方
の
工
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や
質
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の
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　右
下
の
林
さ
ん
へ
の
質
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を
、
左
の
ペ
ー
ジ
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て
み
よ
う
。
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対
話
の
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る

①
二
人
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に
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、
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手
と
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れ
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。
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手
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］
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、
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林さん
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ば
ん
の
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岡
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に
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こ
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で
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。
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に
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。
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。
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う
な
ず
い

た
り
し
な
が
ら
、
誠
実
な
態
度
で
聞
く
。

・�

相
手
が
答
え
や
す
い
よ
う
に
質
問
の
し
か
た
を
工
夫
す
る
。

　→�「
は
い
」「
い
い
え
」
な
ど
で
答
え
ら
れ
る
質
問
か
ら
、
自
由

に
答
え
る
質
問
へ
と
展
開
す
る
。

　→�

相
手
の
言
葉
を
引
用
し
て
質
問
し
た
り
、
話
の
内
容
を
言
い

換
え
て
相
手
の
意
図
を
確
か
め
た
り
す
る
。

・�

質
問
す
る
と
き
は
、
相
手
に
届
く
よ
う
、
は
っ
き
り
と
し
た
発

音
、
程
よ
い
大
き
さ
や
間ま

の
取
り
方
を
意
識
し
て
話
す
。

質
問
で
話
を
引
き
出
す
に
は

［
き
き
方
の
工
夫
］

［
質
問
の
種
類
］

　

�

　話
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
り
、
話
し
手
が
話

し
や
す
く
な
る
。

▼���

相
づ
ち
を
打
つ

▼�

聞
い
た
こ
と
を
く
り
返
す

▼
相
手
の
言
葉
を

　引
用
し
て
質
問
す
る

　

�

　き
き
た
い
内
容
や
質

問
の
意
図
が
明
確
に
な

り
、
話
し
手
が
答
え
や

す
く
な
る
。

▼
他
の
言
葉
で

　言
い
換
え
て
確
か
め
る

　

�

　話
の
内
容
を
聞
き
手

が
言
い
換
え
る
こ
と
で
、

話
を
十
分
に
理
解
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　そ
れ
は
つ
ま
り

…
…
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　妹
を
連
れ
て
の
移

動
が
大
変
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
特
に
苦

労
し
た
の
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
す
か
。

　へ
え
、
妹
と
二
人
だ
け

で
行
っ
た
ん
で
す
ね
。

　質
問
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。

⃝

ア 

絞
る
質
問
（
事
実
や
考
え
を
確
か
め
る
と
き
）

　

�

　答
え
が
一
つ
に
絞
ら
れ
る
質
問
や
、
選
択
肢し

を
示
し
て
選

ば
せ
る
質
問
。「
閉
じ
た
質
問
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
）」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　・
○
○
で
す
か
。（
→
は
い
／
い
い
え
）

　・�

○
○
と
△
△
の
ど
ち
ら
で
す
か
。（
→
○
○
で
す
／
△
△
で
す
）

⃝

イ 

広
げ
る
質
問
（
話
題
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
と
き
）

　

�

　答
え
方
を
指
定
せ
ず
、
相
手
に
自
由
に
答
え
さ
せ
る
質
問
。

「
開
い
た
質
問
（
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　・�

そ
の
と
き
、
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

　・
ど
う
し
て
…
…
な
の
で
す
か
。

　・
く
わ
し
く
言
う
と
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

　・
例
え
ば
…
…
と
い
う
場
合
は
ど
う
で
す
か
。

　・
他
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
※
質
問
の
順
序

　⃝ア
か
ら
⃝イ
へ
展
開
す
る
と
話
し
手
が
答
え
や
す
い
こ
と
が
多
い
。

　・
犬
と
ね
こ
で
は
ど
ち
ら
が
好
き
で
す
か
。（
⃝ア
）

　・
ど
う
し
て
犬
の
ほ
う
が
好
き
な
ん
で
す
か
。（
⃝イ
）

　福
岡
へ
は
新
幹
線
で

行
っ
た
ん
で
す
か
。

　無
事
、
お
ば
あ
さ

ん
の
家
に
着
い
た
と

き
は
、
ど
ん
な
気
持

ち
で
し
た
か
。
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聞
き
上
手
に
な
ろ
う

質
問
で
話
を
引
き
出
す

　聞
き
上
手
な
人
は
、
た
だ
黙
っ
て
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
た
く
み
な
質
問
で

話
を
引
き
出
し
、
対
話
を
充じ
ゅ
う

実じ
つ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
聞

き
上
手
に
な
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
、
質
問
の
し
か
た
や
き
き
方
の
工
夫
を
学
ぼ
う
。

目
標

⃝

音
声
の
働
き
や
仕
組
み
を
意
識
し
て
話
す
。

⃝

聞
い
た
こ
と
を
基
に
考
え
を
ま
と
め
、
質
問
の
し
か
た
を
工
夫
し
て
き
く
。

①	

き
き
方
の
工
夫
や
質
問
の
種
類
を
知
る

　右
下
の
林
さ
ん
へ
の
質
問
を
、
左
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
考
え
て
み
よ
う
。

②	

対
話
の
練
習
を
す
る

①
二
人
一
組
に
な
り
、
話
し
手
と
聞
き
手
に
分
か
れ
る
。

②�

話
し
手
が
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。［
一
分
］

③�

聞
き
手
は
①
を
ふ
ま
え
て
き
き
方
や
質
問
の
し
か
た
を
工
夫
し
、
質
問

で
話
を
引
き
出
す
。
三
往
復
以
上
の
や
り
取
り
を
目
ざ
そ
う
。［
五
分
］

④
役
割
を
か
え
て
、
②
③
を
く
り
返
す
。

③	

学
習
を
振
り
返
る

話す
　聞く

林さん

　こ
の
夏
休
み
の
い
ち
ば
ん
の
思
い
出
は
、

妹
と
二
人
で
福
岡
の
祖
母
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。

　い
つ
も
は
両
親
も
い
っ
し
ょ
な
の
で
す
が
、
今
年
は
父
の

仕
事
の
都
合
で
、
私
た
ち
だ
け
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
さ
い
妹
を
連
れ
て
の
移
動
は
大
変
で
し
た
が
、
無
事
に

行
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

習窓
学の
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相
手
の
話
に
耳
を
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た
む
け
、
相
づ
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を
打
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り
う
な
ず
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し
な
が
ら
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誠
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や
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に
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を
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問
か
ら
、
自
由
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答
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る
質
問
へ
と
展
開
す
る
。
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相
手
の
言
葉
を
引
用
し
て
質
問
し
た
り
、
話
の
内
容
を
言
い

換
え
て
相
手
の
意
図
を
確
か
め
た
り
す
る
。
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質
問
す
る
と
き
は
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相
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に
届
く
よ
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、
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と
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た
発
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、
程
よ
い
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き
さ
や
間ま

の
取
り
方
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意
識
し
て
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す
。
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で
話
を
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き
出
す
に
は
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方
の
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を
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っ
か
り
と
受

け
止
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て
い
る
こ
と
が

伝
わ
り
、
話
し
手
が
話

し
や
す
く
な
る
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相
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を
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つ
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聞
い
た
こ
と
を
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▼
相
手
の
言
葉
を

　引
用
し
て
質
問
す
る
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　き
き
た
い
内
容
や
質

問
の
意
図
が
明
確
に
な

り
、
話
し
手
が
答
え
や

す
く
な
る
。

▼
他
の
言
葉
で

　言
い
換
え
て
確
か
め
る

　

�

　話
の
内
容
を
聞
き
手

が
言
い
換
え
る
こ
と
で
、

話
を
十
分
に
理
解
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　そ
れ
は
つ
ま
り

…
…
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　妹
を
連
れ
て
の
移

動
が
大
変
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
特
に
苦

労
し
た
の
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
す
か
。

　へ
え
、
妹
と
二
人
だ
け

で
行
っ
た
ん
で
す
ね
。

　質
問
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。

⃝

ア 

絞
る
質
問
（
事
実
や
考
え
を
確
か
め
る
と
き
）

　

�

　答
え
が
一
つ
に
絞
ら
れ
る
質
問
や
、
選
択
肢し

を
示
し
て
選

ば
せ
る
質
問
。「
閉
じ
た
質
問
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
）」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　・
○
○
で
す
か
。（
→
は
い
／
い
い
え
）

　・�

○
○
と
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の
ど
ち
ら
で
す
か
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→
○
○
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△
△
で
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）
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広
げ
る
質
問
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題
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
と
き
）
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　答
え
方
を
指
定
せ
ず
、
相
手
に
自
由
に
答
え
さ
せ
る
質
問
。

「
開
い
た
質
問
（
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　・�

そ
の
と
き
、
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

　・
ど
う
し
て
…
…
な
の
で
す
か
。

　・
く
わ
し
く
言
う
と
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

　・
例
え
ば
…
…
と
い
う
場
合
は
ど
う
で
す
か
。

　・
他
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
※
質
問
の
順
序

　⃝ア
か
ら
⃝イ
へ
展
開
す
る
と
話
し
手
が
答
え
や
す
い
こ
と
が
多
い
。

　・
犬
と
ね
こ
で
は
ど
ち
ら
が
好
き
で
す
か
。（
⃝ア
）

　・
ど
う
し
て
犬
の
ほ
う
が
好
き
な
ん
で
す
か
。（
⃝イ
）

　福
岡
へ
は
新
幹
線
で

行
っ
た
ん
で
す
か
。

　無
事
、
お
ば
あ
さ

ん
の
家
に
着
い
た
と

き
は
、
ど
ん
な
気
持

ち
で
し
た
か
。
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、
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振
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林さん

　こ
の
夏
休
み
の
い
ち
ば
ん
の
思
い
出
は
、

妹
と
二
人
で
福
岡
の
祖
母
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。

　い
つ
も
は
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も
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っ
し
ょ
な
の
で
す
が
、
今
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は
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で
、
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た
ち
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け
で
行
く
こ
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に
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ま
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を
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の
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は
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が
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。
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葉
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。
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は
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、
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っ
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発
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の
取
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。
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。
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葉
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葉
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。
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。
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を
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。
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。
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⃝
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。
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。
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。
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や
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こ
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が
多
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。
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は
ど
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が
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で
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⃝ア
）
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の
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う
が
好
き
な
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）
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は
新
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線
で
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、
お
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に
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止
め
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
り
、
話
し
手
が
話

し
や
す
く
な
る
。

▼���

相
づ
ち
を
打
つ

▼�

聞
い
た
こ
と
を
く
り
返
す

▼
相
手
の
言
葉
を

　引
用
し
て
質
問
す
る

　

�

　き
き
た
い
内
容
や
質

問
の
意
図
が
明
確
に
な

り
、
話
し
手
が
答
え
や

す
く
な
る
。

▼
他
の
言
葉
で

　言
い
換
え
て
確
か
め
る

　

�

　話
の
内
容
を
聞
き
手

が
言
い
換
え
る
こ
と
で
、

話
を
十
分
に
理
解
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　そ
れ
は
つ
ま
り

…
…
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　妹
を
連
れ
て
の
移

動
が
大
変
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
特
に
苦

労
し
た
の
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
す
か
。

　へ
え
、
妹
と
二
人
だ
け

で
行
っ
た
ん
で
す
ね
。

　質
問
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。

⃝

ア 

絞
る
質
問
（
事
実
や
考
え
を
確
か
め
る
と
き
）

　

�

　答
え
が
一
つ
に
絞
ら
れ
る
質
問
や
、
選
択
肢し

を
示
し
て
選

ば
せ
る
質
問
。「
閉
じ
た
質
問
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
）」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　・
○
○
で
す
か
。（
→
は
い
／
い
い
え
）

　・�

○
○
と
△
△
の
ど
ち
ら
で
す
か
。（
→
○
○
で
す
／
△
△
で
す
）

⃝

イ 

広
げ
る
質
問
（
話
題
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
と
き
）

　

�

　答
え
方
を
指
定
せ
ず
、
相
手
に
自
由
に
答
え
さ
せ
る
質
問
。

「
開
い
た
質
問
（
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　・�

そ
の
と
き
、
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

　・
ど
う
し
て
…
…
な
の
で
す
か
。

　・
く
わ
し
く
言
う
と
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

　・
例
え
ば
…
…
と
い
う
場
合
は
ど
う
で
す
か
。

　・
他
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
※
質
問
の
順
序

　⃝ア
か
ら
⃝イ
へ
展
開
す
る
と
話
し
手
が
答
え
や
す
い
こ
と
が
多
い
。

　・
犬
と
ね
こ
で
は
ど
ち
ら
が
好
き
で
す
か
。（
⃝ア
）

　・
ど
う
し
て
犬
の
ほ
う
が
好
き
な
ん
で
す
か
。（
⃝イ
）

　福
岡
へ
は
新
幹
線
で

行
っ
た
ん
で
す
か
。

　無
事
、
お
ば
あ
さ

ん
の
家
に
着
い
た
と

き
は
、
ど
ん
な
気
持

ち
で
し
た
か
。
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聞
き
上
手
に
な
ろ
う

質
問
で
話
を
引
き
出
す

　聞
き
上
手
な
人
は
、
た
だ
黙
っ
て
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
た
く
み
な
質
問
で

話
を
引
き
出
し
、
対
話
を
充じ
ゅ
う

実じ
つ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
聞

き
上
手
に
な
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
、
質
問
の
し
か
た
や
き
き
方
の
工
夫
を
学
ぼ
う
。

目
標

⃝

音
声
の
働
き
や
仕
組
み
を
意
識
し
て
話
す
。

⃝

聞
い
た
こ
と
を
基
に
考
え
を
ま
と
め
、
質
問
の
し
か
た
を
工
夫
し
て
き
く
。

①	

き
き
方
の
工
夫
や
質
問
の
種
類
を
知
る

　右
下
の
林
さ
ん
へ
の
質
問
を
、
左
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
考
え
て
み
よ
う
。

②	

対
話
の
練
習
を
す
る

①
二
人
一
組
に
な
り
、
話
し
手
と
聞
き
手
に
分
か
れ
る
。

②�

話
し
手
が
簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。［
一
分
］

③�

聞
き
手
は
①
を
ふ
ま
え
て
き
き
方
や
質
問
の
し
か
た
を
工
夫
し
、
質
問

で
話
を
引
き
出
す
。
三
往
復
以
上
の
や
り
取
り
を
目
ざ
そ
う
。［
五
分
］

④
役
割
を
か
え
て
、
②
③
を
く
り
返
す
。

③	

学
習
を
振
り
返
る

話す
　聞く

林さん

　こ
の
夏
休
み
の
い
ち
ば
ん
の
思
い
出
は
、

妹
と
二
人
で
福
岡
の
祖
母
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。

　い
つ
も
は
両
親
も
い
っ
し
ょ
な
の
で
す
が
、
今
年
は
父
の

仕
事
の
都
合
で
、
私
た
ち
だ
け
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
さ
い
妹
を
連
れ
て
の
移
動
は
大
変
で
し
た
が
、
無
事
に

行
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

習窓
学の

・�

相
手
の
話
に
耳
を
か
た
む
け
、
相
づ
ち
を
打
っ
た
り
う
な
ず
い

た
り
し
な
が
ら
、
誠
実
な
態
度
で
聞
く
。

・�

相
手
が
答
え
や
す
い
よ
う
に
質
問
の
し
か
た
を
工
夫
す
る
。

　→�「
は
い
」「
い
い
え
」
な
ど
で
答
え
ら
れ
る
質
問
か
ら
、
自
由

に
答
え
る
質
問
へ
と
展
開
す
る
。

　→�

相
手
の
言
葉
を
引
用
し
て
質
問
し
た
り
、
話
の
内
容
を
言
い

換
え
て
相
手
の
意
図
を
確
か
め
た
り
す
る
。

・�

質
問
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る
と
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は
、
相
手
に
届
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う
、
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っ
き
り
と
し
た
発

音
、
程
よ
い
大
き
さ
や
間ま

の
取
り
方
を
意
識
し
て
話
す
。

質
問
で
話
を
引
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出
す
に
は

［
き
き
方
の
工
夫
］

［
質
問
の
種
類
］

　

�

　話
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
り
、
話
し
手
が
話

し
や
す
く
な
る
。

▼���

相
づ
ち
を
打
つ

▼�

聞
い
た
こ
と
を
く
り
返
す

▼
相
手
の
言
葉
を

　引
用
し
て
質
問
す
る

　

�

　き
き
た
い
内
容
や
質

問
の
意
図
が
明
確
に
な

り
、
話
し
手
が
答
え
や

す
く
な
る
。

▼
他
の
言
葉
で

　言
い
換
え
て
確
か
め
る

　

�

　話
の
内
容
を
聞
き
手

が
言
い
換
え
る
こ
と
で
、

話
を
十
分
に
理
解
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　そ
れ
は
つ
ま
り

…
…
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　妹
を
連
れ
て
の
移

動
が
大
変
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
特
に
苦

労
し
た
の
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
す
か
。

　へ
え
、
妹
と
二
人
だ
け

で
行
っ
た
ん
で
す
ね
。

　質
問
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。

⃝

ア 

絞
る
質
問
（
事
実
や
考
え
を
確
か
め
る
と
き
）

　

�

　答
え
が
一
つ
に
絞
ら
れ
る
質
問
や
、
選
択
肢し

を
示
し
て
選

ば
せ
る
質
問
。「
閉
じ
た
質
問
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
）」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　・
○
○
で
す
か
。（
→
は
い
／
い
い
え
）

　・�

○
○
と
△
△
の
ど
ち
ら
で
す
か
。（
→
○
○
で
す
／
△
△
で
す
）

⃝

イ 

広
げ
る
質
問
（
話
題
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
と
き
）

　

�

　答
え
方
を
指
定
せ
ず
、
相
手
に
自
由
に
答
え
さ
せ
る
質
問
。

「
開
い
た
質
問
（
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　・�

そ
の
と
き
、
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

　・
ど
う
し
て
…
…
な
の
で
す
か
。

　・
く
わ
し
く
言
う
と
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

　・
例
え
ば
…
…
と
い
う
場
合
は
ど
う
で
す
か
。

　・
他
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
※
質
問
の
順
序

　⃝ア
か
ら
⃝イ
へ
展
開
す
る
と
話
し
手
が
答
え
や
す
い
こ
と
が
多
い
。

　・
犬
と
ね
こ
で
は
ど
ち
ら
が
好
き
で
す
か
。（
⃝ア
）

　・
ど
う
し
て
犬
の
ほ
う
が
好
き
な
ん
で
す
か
。（
⃝イ
）

　福
岡
へ
は
新
幹
線
で

行
っ
た
ん
で
す
か
。

　無
事
、
お
ば
あ
さ

ん
の
家
に
着
い
た
と

き
は
、
ど
ん
な
気
持

ち
で
し
た
か
。

80

　伝
え
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
の
に
、
う
ま
く
言
葉
が
出
て
こ
な

い
と
感
じ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
豊
か
に
表
現
す
る
た
め
に
は
、

普
段
か
ら
言
葉
を
蓄
え
、
必
要
に
応
じ
て
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
だ
。
言
葉
を
集
め
、
そ
の
中
か
ら
気
持
ち
や
状じ
ょ
う

況き
ょ
う

に

ぴ
っ
た
り
の
表
現
を
探
す
練
習
を
し
よ
う
。

も
っ
と「
伝
わ
る
」表
現
を
目
ざ
し
て

言
葉
を
集
め
よ
う

食感

香り 見た目

甘い

四角

透明

ほのかな甘み

甘ずっぱい
上品な甘み

さっぱり

なめらか
柔らかい

ふんわり

ひんやり

みずみずしい

すがすがしい

ふわふわ
つるん

爽
さわ

やか

爽
そう

快
かい

清涼

冷たい

とろり

涼しげ

短
たん

冊
ざく

形

真四角

小
あずき

豆色

目にも涼しい

透き通った

味

　僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
水
よ
う
か
ん

は
、
す
ご
く
お
い
し
い
ん
だ
よ
。

　「す
ご
く
お
い
し
い
」
だ
け
で
は
、
そ

の
お
い
し
さ
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
な
。

①	

友
達
に
紹
介
し
た
い
も
の
を
決
め
よ
う

　・
食
べ
物

　〈例
〉
祖
母
が
作
っ
た
水
よ
う
か
ん
の
お
い
し
さ

　・
映
画

　
　〈例
〉
映
画
「
◯
◯
」
の
お
も
し
ろ
さ

　・
音
楽

　
　〈例
〉「
△
△
」
と
い
う
曲
の
よ
さ

　
　
　な
ど

　

「
予
想
」
と
「
予
期
」

・
結
果
は
　
　
　
し
た
と
お
り
だ
っ
た
。

・
明
日
の
天
気
を
　
　
　
す
る
。

・
　
　
　
せ
ぬ
事
態
に
と
ま
ど
う
。

ア

イ

ウ

 

ア
に
は
両
方
入
る
け
ど
、

イ
と
ウ
は
ど
う
か
な
。

15 14

　

中
学
生
が
登
場
す
る
本
の
一

部
を
紹
介
し
、
同
じ
テ
ー
マ
で

読
み
広
げ
て
い
く
楽
し
さ
を
伝

え
ま
す
。

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
人
に

 「
聞
き
上
手
に
な
ろ
う
」

　
相
手
の
思
い
や
考
え
を
能
動
的
に
引
き
出
す

　
　
「
聞
き
方
」の
コ
ツ

読
書
教
材 

「
読
書
生
活
を
豊
か
に
」

 

「
読
書
に
親
し
む
」

　
思
わ
ず
本
に
手
を
伸
ば
し
た
く
な
る
、楽
し
い
仕
掛
け
が
満
載

「
言
葉
を
集
め
る・比
べ
る・選
ぶ
」

　
語
彙
を
増
や
し
、語
感
を
磨
く
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
提
案

古
典
導
入「
古
典
の
世
界
」

　
古
典
と
現
代
の
子
供
た
ち
を
つ
な
ぐ
、

　
　

 

学
習
へ
の
期
待
が
高
ま
る
導
入

語彙を
増やす

語感を
磨く

　
「
星
の
王
子
さ
ま
」
の
二
つ

の
翻
訳
を
読
み
比
べ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
世
界
の
名
作
へ
と
い
ざ

な
い
ま
す
。 翻

訳
作
品
を

読
み
比
べ
よ
う

2年

本
の
中
の
中
学
生

1年

人
や
時
代
と
言
葉
で
つ
な
が
る

詳しくは

学
び
を
支
え
る 

語
彙
力

光
村
の
国
語 

完
全
活
用
ガ
イ
ド

古典との
新鮮な出会い
を演出する
新教材です

1年P116「聞き上手になろう」

1年P156「古典の世界」

対話の力を
育む

新教材です


